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(57)【要約】
【課題】複数のコンポーネントキャリアが存在するシス
テムにおいて基地局装置と移動局装置で保持する測定情
報を効率的に管理することができる通信システム、基地
局装置、移動局装置及び通信方法を提供する。
【解決手段】基地局装置および移動局装置から構成され
る移動通信システムにおける移動局装置であって、異な
る周波数の複数のセルで通信を行い、測定報告に、測定
対象に対応付けられる一つまたは複数の測定基準セルに
対する測定結果を含めて報告することを特徴とする移動
局装置。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局装置および移動局装置から構成される移動通信システムにおける移動局装置であ
って、
　異なる周波数の複数のコンポーネントキャリアで通信を行い、測定報告に、測定対象に
対応付けられる一つまたは複数の測定基準コンポーネントキャリアに対する測定結果を含
めて報告することを特徴とする移動局装置。
【請求項２】
　基地局装置および移動局装置から構成される移動通信システムにおける移動局装置であ
って、
　異なる周波数の複数のセルで通信を行い、測定報告に、測定対象に対応付けられる一つ
または複数の測定基準セルに対する測定結果を含めて報告することを特徴とする移動局装
置。
【請求項３】
　基地局装置および移動局装置から構成される移動通信システムにおける移動局装置であ
って、
　異なる周波数の複数のコンポーネントキャリアで通信を行い、測定報告に、測定対象に
対応付けられる一つまたは複数の測定基準コンポーネントキャリアに対する測定結果のう
ち最適な測定基準コンポーネントキャリアに対する測定結果を含めて報告することを特徴
とする移動局装置。
【請求項４】
　基地局装置および移動局装置から構成される移動通信システムにおける移動局装置であ
って、
　異なる周波数の複数のセルで通信を行い、測定報告に、測定対象に対応付けられる一つ
または複数の測定基準セルに対する測定結果のうち最適な測定基準コンポーネントキャリ
アに対する測定結果を含めて報告することを特徴とする移動局装置。
【請求項５】
　基地局装置および移動局装置から構成される移動通信システムであって、
　異なる周波数の複数のコンポーネントキャリアで通信を行い、測定報告に、測定対象に
対応付けられる一つまたは複数の前記測定基準コンポーネントキャリアに対する測定結果
を含めて報告することを特徴とする移動通信システム。
【請求項６】
　基地局装置および移動局装置から構成される移動通信システムであって、
　異なる周波数の複数のセルで通信を行い、測定報告に、測定対象に対応付けられる一つ
または複数の測定基準セルに対する測定結果を含めて報告することを特徴とする移動通信
システム。
【請求項７】
　基地局装置および移動局装置から構成される移動通信システムであって、
　異なる周波数の複数のコンポーネントキャリアで通信を行い、測定報告に、測定対象に
対応付けられる一つまたは複数の測定基準コンポーネントキャリアに対する測定結果のう
ち最適な測定基準コンポーネントキャリアに対する測定結果を含めて報告することを特徴
とする移動通信システム。
【請求項８】
　基地局装置および移動局装置から構成される移動通信システムであって、
　異なる周波数の複数のセルで通信を行い、測定報告に、測定対象に対応付けられる一つ
または複数の測定基準セルに対する測定結果のうち最適な測定基準コンポーネントキャリ
アに対する測定結果を含めて報告することを特徴とする移動通信システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、通信システム及び移動局装置に関し、より詳細には、複数のコンポーネント
キャリアが存在する通信システム及び該通信システムに使用する移動局装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　３ＧＰＰ（3rd Generation Partnership Project：第３世代パートナーシッププロジェ
クト）は、Ｗ－ＣＤＭＡ（Wideband-Code Division Multiple Access：広帯域－符号分割
多元接続）とＧＳＭ（Global System for Mobile Communications：ジーエスエム）を発
展させたネットワークを基本した携帯電話システムの仕様の検討・作成を行うプロジェク
トである。
【０００３】
　３ＧＰＰでは、Ｗ－ＣＤＭＡ方式が第３世代セルラー移動通信方式として標準化され、
順次サービスが開始されている。また、通信速度をさらに上げたＨＳＤＰＡ（High-Speed
 Downlink Packet Access：エイチエスディーピーエー）も標準化され、サービスが開始
されている。
【０００４】
　３ＧＰＰでは、第３世代無線アクセス技術の進化（ＬＴＥ（Long Term Evolution）、
もしくは、ＥＵＴＲＡ（Evolved Universal Terrestrial Radio Access）と称する）、お
よび、より広帯域なシステム帯域幅を利用して、さらなる高速なデータの送受信を実現す
る移動通信システム（以下、ＬＴＥ－Ａ（Long Term Evolution-Advanced）、若しくは、
Ａｄｖａｎｃｅｄ－ＥＵＴＲＡと称する）に関する検討が進められている。
【０００５】
　ＥＵＴＲＡにおける下りリンク通信方式として、互いに直交するサブキャリアを用いて
ユーザ多重化を行うＯＦＤＭＡ（Orthogonal Frequency Division Multiple Access：直
交周波数分割多元接続）方式が提案されている。
【０００６】
　また、ＯＦＤＭＡ方式において、チャネル符号化等の適応無線リンク制御（リンクアダ
プテーション：Link Adaptation）に基づく適応変復調・誤り訂正方式（ＡＭＣＳ：Adapt
ive Modulation and Coding Scheme）といった技術が適用されている。
【０００７】
　ＡＭＣＳとは、高速パケットデータ伝送を効率的に行うために、各移動局装置のチャネ
ル品質に応じて、誤り訂正方式、誤り訂正の符号化率、データ変調多値数などの無線伝送
パラメータ（ＡＭＣモードとも称する）を切り替える方式である。
【０００８】
　各移動局装置のチャネル品質は、ＣＱＩ（Channel Quality Indicator：チャネル品質
指標）を使って基地局装置へフィードバックされる。
【０００９】
　図２０は、従来の無線通信システムで用いられているチャネル構成を示す図である。こ
のチャネル構成は、ＥＵＴＲＡなどの無線通信システムで用いられている（非特許文献１
参照）。図８に示す無線通信システムは、基地局装置１００、移動局装置２００ａ、２０
０ｂ、２００ｃを備えている。Ｒ０１は、基地局装置１００の通信可能な範囲を示してお
り、基地局装置１００は、この範囲Ｒ０１内に存在する移動局装置と通信を行う。
【００１０】
　ＥＵＴＲＡにおいて、基地局装置１００から移動局装置２００ａ～２００ｃへ信号を送
信する下りリンクでは、物理報知チャネル（ＰＢＣＨ：Physical Broadcast Channel）、
物理下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：Physical Downlink Control Channel）、物
理下りリンク共用チャネル（ＰＤＳＣＨ：Physical Downlink Shared Channel）、物理マ
ルチキャストチャネル（ＰＭＣＨ：Physical Multicast Channel）、物理制御フォーマッ
ト指示チャネル（ＰＣＦＩＣＨ：Physical Control Format Indicator Channel）、物理
ハイブリッド自動再送要求指示チャネル（ＰＨＩＣＨ：Physical Hybrid ARQ Indicator 
Channel）が用いられる。



(4) JP 2010-154399 A 2010.7.8

10

20

30

40

50

【００１１】
　また、ＥＵＴＲＡにおいて、移動局装置２００ａ～２００ｃから基地局装置１００へ信
号を送信する上りリンクでは、物理上りリンク共用チャネル（ＰＵＳＣＨ：Physical Upl
ink Shared Channel）、物理上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ：Physical Uplink Co
ntrol Channel）、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ：Physical Random Acces
s Channel）が用いられる。
【００１２】
　ＬＴＥ－Ａでは、ＥＵＴＲＡの基本的なシステムを踏襲している。さらに、ＬＴＥ－Ａ
では、一般的なシステムでは使用する周波数帯域は連続であるのに対し、連続／不連続な
複数の周波数帯域（以下、キャリア要素（Carrier Component、または、コンポーネント
キャリア（Component Carrier））と呼称する）を複合的に用いて、１つの広周波数帯域
（広帯域なシステム帯域）として運用する（周波数帯域集約：Spectrum aggregation、Ca
rrier aggregation）ことが提案されている。すなわち、使用可能な周波数帯域であるシ
ステム帯域の中の一部の帯域幅を有する複数のコンポーネントキャリアで、一つのシステ
ム帯域を構成している。それぞれのコンポーネントキャリアでは、ＬＴＥやＬＴＥ－Ａの
移動局装置が動作することができる。また、移動通信システムに割り当てられた周波数帯
域をより柔軟に使用するために、下りリンクの通信に使用される周波数帯域と上りリンク
の通信に使用される周波数帯域が、異なる周波数帯域幅を持つことも提案されている。
【非特許文献１】3GPP TS(Technical Specification)36.300、V8.4.0(2008-03)、Technic
al Specification Group Radio Access Network、Evolved Universal Terrestrial Radio
 Access(E-UTRA) and Evolved Universal Terrestrial Radio Access Network(E-UTRAN);
Overall description;Stage 2(Release 8)
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　しかしながら、従来から知られている無線通信システムにおいて、複数のコンポーネン
トキャリアで通信を行っている場合の測定方法に対して、一つのセルで通信を行っている
場合の測定方法を適用することは困難であった。複数のコンポーネントキャリアで通信を
行うため、どのコンポーネントキャリアを在圏セルとして測定を処理すればよいかが不明
であった。また、各コンポーネントキャリア特有のパラメータを考慮しながら測定のパラ
メータ設定を行うことができない、コンポーネントキャリアの追加や修正が行われた際の
測定設定の柔軟性がないという問題があった。
【００１４】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、その目的は、複数のコンポーネント
キャリアが存在するシステムにおいて基地局装置と移動局装置で保持する測定設定を効率
的に管理することができ、速やかに通信を行うことができる通信システム及び移動局装置
を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明による第１の技術手段は、基地局装置および移動局装置から構成される移動通信
システムにおける移動局装置であって、異なる周波数の複数のコンポーネントキャリアで
通信を行い、測定報告に、測定対象に対応付けられる一つまたは複数の測定基準コンポー
ネントキャリアに対する測定結果を含めて報告することを特徴とする。
【００１６】
　本発明による第２の技術手段は、基地局装置および移動局装置から構成される移動通信
システムにおける移動局装置であって、異なる周波数の複数のセルで通信を行い、測定報
告に、測定対象に対応付けられる一つまたは複数の前記測定基準セルに対する測定結果を
含めて報告することを特徴とする。
【００１７】
　本発明による第３の技術手段は、基地局装置および移動局装置から構成される移動通信
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システムにおける移動局装置であって、異なる周波数の複数のコンポーネントキャリアで
通信を行い、測定報告に、測定対象に対応付けられる一つまたは複数の測定基準コンポー
ネントキャリアに対する測定結果のうち最適な測定基準コンポーネントキャリアに対する
測定結果を含めて報告することを特徴とする。
【００１８】
　本発明による第４の技術手段は、基地局装置および移動局装置から構成される移動通信
システムにおける移動局装置であって、異なる周波数の複数のセルで通信を行い、測定報
告に、測定対象に対応付けられる一つまたは複数の測定基準セルに対する測定結果のうち
最適な測定基準コンポーネントキャリアに対する測定結果を含めて報告することを特徴と
する。
【００１９】
　本発明による第５の技術手段は、基地局装置および移動局装置から構成される移動通信
システムであって、異なる周波数の複数のコンポーネントキャリアで通信を行い、測定報
告に、測定対象に対応付けられる一つまたは複数の測定基準コンポーネントキャリアに対
する測定結果を含めて報告することを特徴とする。
【００２０】
　本発明による第６の技術手段は、基地局装置および移動局装置から構成される移動通信
システムであって、異なる周波数の複数のセルで通信を行い、測定報告に、測定対象に対
応付けられる一つまたは複数の前記測定基準セルに対する測定結果を含めて報告すること
を特徴とする。
【００２１】
　本発明による第７の技術手段は、基地局装置および移動局装置から構成される移動通信
システムであって、異なる周波数の複数のコンポーネントキャリアで通信を行い、測定報
告に、測定対象に対応付けられる一つまたは複数の測定基準コンポーネントキャリアに対
する測定結果のうち最適な測定基準コンポーネントキャリアに対する測定結果を含めて報
告することを特徴とする。
【００２２】
　本発明による第８の技術手段は、基地局装置および移動局装置から構成される移動通信
システムであって、異なる周波数の複数のセルで通信を行い、測定報告に、測定対象に対
応付けられる一つまたは複数の前記測定基準セルに対する測定結果のうち最適な測定基準
コンポーネントキャリアに対する測定結果を含めて報告することを特徴とする。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明の通信システム及び移動局装置は、複数のコンポーネントキャリアが存在するシ
ステムにおいて基地局装置と移動局装置で保持する測定設定を効率的に管理することがで
き、速やかに通信を行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　以下、図面を参照して、本発明の各実施形態について説明する。
【００２５】
　始めに、本発明の第１の実施形態について説明する。本発明の第１の実施形態による無
線通信システムは、１つ以上の基地局装置と１つ以上の移動局装置とを備えていて、その
間の無線通信を行う。１つの基地局装置は、１つ以上のセルを構成し、１つのセルに１つ
以上の移動局装置を収容できる。
【００２６】
＜measurementについて（単一セル通信の場合）＞
　次に、測定（measurement）について、説明を行う。基地局装置は、移動局装置に対し
て、RRCシグナリング（無線リソース制御信号）のRRC接続再設定（RRCConnectionReconfi
guration）メッセージを使って、測定設定（Measurement configuration）メッセージを
送信する。移動局装置は、測定設定（Measurement configuration）メッセージに含まれ
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るシステム情報を設定するとともに、通知されたシステム情報に従って、在圏セル（serv
ing cell）および隣接セル（リストセル（listed cell）および／または検出セル（detec
ted cell）を含む）に対する測定、イベント評価、測定報告を行う。リストセルは、測定
対象（Measurement object）にリストされているセル（基地局装置から移動局装置へ隣接
セルリストとして通知されているセル）であり、検出セルは、測定対象（Measurement ob
ject）によって指示された周波数において移動局装置が検出したが、測定対象（Measurem
ent object）にはリストされていないセル（隣接セルリストとして通知されていない移動
局装置自身が検出したセル）である。
【００２７】
　測定（measurement）には、３つのタイプ（周波数内測定（intra-frequency measureme
nts）, 周波数間測定（inter-frequency measurements）, 無線アクセス技術間測定（int
er-RAT measurements））がある。周波数内測定（intra-frequency measurements）は、
在圏セルの下りリンク周波数（下りリンク周波数）での測定である。周波数間測定（inte
r-frequency measurements）は、在圏セルの下りリンク周波数とは異なる周波数での測定
である。無線アクセス技術間測定（inter-RAT measurements）は、在圏セルの無線技術（
例えばEUTRA）とは異なる無線技術（例えばUTRA、GERAN，CDMA2000など）での測定である
。
【００２８】
　測定設定（Measurement configuration）メッセージには、測定識別子（measId）、測
定対象（Measurement objects）、報告設定（Reporting configurations）の設定の追加
および／または修正および／または削除、数量設定（quantityConfig）、測定ギャップ設
定（measGapConfig）、在圏セル品質スレッショルド（s-Measure）などが含まれる。
【００２９】
＜数量設定（quantityConfig）＞
　数量設定（quantityConfig）は、測定対象（Measurement objects）がEUTRAの場合、第
３層フィルタ係数（L3 filtering coefficient）を指定する。第３層フィルタ係数（L3 f
iltering coefficient）は、最新の測定結果と、過去のフィルタリング測定結果との比（
割合）を規定する。フィルタリング結果は、移動局装置でイベント評価に利用される。
【００３０】
＜測定ギャップ設定（measGapConfig）＞
　測定ギャップ設定（measGapConfig）は、測定ギャップパターン（measurement gap pat
tern）の設定や、測定ギャップ（measurement gap）の活性化（activation）／非活性化
（deactivation）を制御するために利用される。測定ギャップ設定（measGapConfig）で
は、測定ギャップを活性化させる場合の情報として、ギャップパターン（gap pattern）
、開始システムフレーム番号（startSFN）、開始サブフレーム番号（startSubframeNumbe
r）が通知される。ギャップパターン（gap pattern）は、測定ギャップ（measurement ga
p）として、どのパターンを使うかを規定する。開始システムフレーム番号（startSFN）
は、測定ギャップ（measurement gap）を開始するSFN（System Frame Number）を規定す
る。開始サブフレーム番号（startSubframeNumber）は、測定ギャップ（measurement gap
）を開始するサブフレーム番号を規定する。
【００３１】
＜在圏セル品質スレッショルド（s-Measure）＞
　在圏セル品質スレッショルド（s-Measure）は、在圏セル（serving cell）の品質に関
するスレッショルドを表し、移動局装置が測定（measurement）を行う必要があるか否か
を制御するために利用される。在圏セル品質スレッショルド（s-Measure）は、参照信号
受信電力（RSRP）に対する値として設定される。
【００３２】
＜測定識別子（measId）＞
　ここで、測定識別子（measId）は、測定対象（Measurement objects）と、報告設定（R
eporting configurations）とをリンクさせるために利用され、具体的には、測定対象識
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別子（measObjectId）と報告設定識別子（reportConfigId）とをリンクさせる。測定識別
子（measId）には、一つの測定対象識別子（measObjectId）と一つの報告設定識別子（re
portConfigId）が対応付けられる。測定設定（Measurement configuration）メッセージ
は、測定識別子（measId）、測定対象（Measurement objects）、報告設定（Reporting c
onfigurations）の関係に対して追加・修正・削除することが可能である。
【００３３】
　measObjectToRemoveListは、指定された測定対象識別子（measObjectId）および指定さ
れた測定対象識別子（measObjectId）に対応する測定対象（Measurement objects）を削
除するコマンドである。この際、指定された測定対象識別子（measObjectId）に対応付け
られたすべての測定識別子（measId）は、削除される。このコマンドは、同時に複数の測
定対象識別子（measObjectId）の指定が可能である。
【００３４】
　measObjectToAddModifyListは、指定された測定対象識別子（measObjectId）を指定さ
れた測定対象（Measurement objects）に修正、または、指定された測定対象識別子（mea
sObjectId）と指定された測定対象（Measurement objects）を追加するコマンドである。
このコマンドは、同時に複数の測定対象識別子（measObjectId）の指定が可能である。
【００３５】
　reportConfigToRemoveListは、指定された報告設定識別子（reportConfigId）および指
定された報告設定識別子（reportConfigId）に対応する報告設定（Reporting configurat
ions）を削除するコマンドである。この際、指定された報告設定識別子（reportConfigId
）に対応付けられたすべての測定識別子（measId）は、削除される。このコマンドは、同
時に複数の報告設定識別子（reportConfigId）の指定が可能である。
【００３６】
　reportConfigToAddModifyListは、指定された報告設定識別子（reportConfigId）を指
定された報告設定（Reporting configurations）に修正、または、指定された報告設定識
別子（reportConfigId）と指定された報告設定（Reporting configurations）を追加する
コマンドである。このコマンドは、同時に複数の報告設定識別子（reportConfigId）の指
定が可能である。
【００３７】
　measIdToRemoveListは、指定された測定識別子（measId）を削除するコマンドである。
この際、指定された測定識別子（measId）に対応付けられた測定対象識別子（measObject
Id）と報告設定識別子（reportConfigId）は、削除されずに維持される。このコマンドは
、同時に複数の測定識別子（measId）の指定が可能である。
【００３８】
　measIdToAddModifyListは、指定された測定識別子（measId）を指定された測定対象識
別子（measObjectId）と指定された報告設定識別子（reportConfigId）に対応付けるよう
に修正、または、指定された測定対象識別子（measObjectId）と指定された報告設定識別
子（reportConfigId）を指定された測定識別子（measId）に対応付けし、指定された測定
識別子（measId）を追加するコマンドである。このコマンドは、同時に複数の測定識別子
（measId）の指定が可能である。
【００３９】
＜測定対象（Measurement objects）＞
　測定対象（Measurement objects）は、無線アクセス技術（RAT：Radio Access Technol
ogy）および周波数ごとに規定されている。また、報告設定（Reporting configurations
）は、EUTRAに対する規定と、EUTRA以外のRATに対する規定がある。
【００４０】
　測定対象（Measurement objects）には、測定対象識別子（measObjectId）と対応付け
られた測定対象EUTRA（measObjectEUTRA）などが含まれる。
【００４１】
　測定対象識別子（measObjectId）は、測定対象（Measurement objects）の設定を識別
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するために使用する識別子である。測定対象（Measurement objects）の設定は、前述の
ように、無線アクセス技術（RAT）および周波数ごとに規定されている。測定対象（Measu
rement objects）は、EUTRA、UTRA、GERAN、CDMA2000に対して別途仕様化されている。EU
TRAに対する測定対象（Measurement objects）である測定対象EUTRA（measObjectEUTRA）
は、EUTRAの隣接セルに対して適用される情報を規定する。また、測定対象EUTRA（measOb
jectEUTRA）のなかで異なる周波数のものは異なる測定対象（Measurement objects）とし
て扱われ、別途測定対象識別子（measObjectId）が割り当てられる。
【００４２】
　測定対象EUTRA（measObjectEUTRA）には、EUTRA搬送波周波数情報（eutra-CarrierInfo
）、測定帯域幅（measurementBandwidth）、オフセット周波数（offsetFreq）、隣接セル
リスト（neighbour cell list）に関する情報、ブラックリスト（black list）に関する
情報が含まれる。
【００４３】
　次に、測定対象EUTRA（measObjectEUTRA）に含まれる情報ついて説明する。EUTRA搬送
波周波数情報（eutra-CarrierInfo）は、測定対象とする搬送波周波数を指定する。測定
帯域幅（measurementBandwidth）は、測定対象とする搬送波周波数で動作する全ての隣接
セル共通な測定帯域幅を示す。オフセット周波数（offsetFreq）は、測定対象とする周波
数において適用される測定オフセット値を示す。
【００４４】
　隣接セルリスト（neighbour cell list）に関する情報は、イベント評価や、測定報告
の対象となる隣接セルに関する情報を含む。隣接セルリスト（neighbour cell list）に
関する情報としては、物理セル識別子（physical cell ID）や、セル固有オフセット（ce
llIndividualOffset、隣接セルに対して適用する測定オフセット値を示す）などが含まれ
ている。この情報は、EUTRAの場合、移動局装置が、既に、報知情報（報知されるシステ
ム情報）から既に取得している隣接セルリスト（neighbour cell list）に対して、追加
・修正または削除を行うための情報として利用される。
【００４５】
　また、ブラックリスト（black list）に関する情報は、イベント評価や、測定報告の対
象とならない隣接セルに関する情報を含む。ブラックリスト（black list）に関する情報
としては、物理セル識別子（physical cell ID）などが含まれる。この情報は、EUTRAの
場合、移動局装置が、既に、報知情報から取得しているブラックセルリスト（black list
ed cell list）に対して、追加・修正または削除を行うための情報として利用される。
【００４６】
＜報告設定（Reporting configurations）＞
　報告設定（Reporting configurations）には、報告設定識別子（reportConfigId）と対
応付けられた報告設定EUTRA（reportConfigEUTRA）などが含まれる。
【００４７】
　報告設定識別子（reportConfigId）は、測定に関する報告設定（Reporting configurat
ions）を識別するために使用する識別子である。測定に関する報告設定（Reporting conf
igurations）は、前述のように、EUTRAに対する規定と、EUTRA以外のRAT（UTRA、GERAN、
CDMA2000）に対する規定がある。EUTRAに対する報告設定（Reporting configurations）
である報告設定EUTRA（reportConfigEUTRA）は、EUTRAにおける測定の報告に利用するイ
ベントのトリガ条件（triggering criteria）を規定する。
【００４８】
　また、報告設定EUTRA（reportConfigEUTRA）には、イベント識別子（eventId）、トリ
ガ量（triggerQuantity）、ヒステリシス（hysteresis）、トリガ時間（timeToTrigger）
、報告量（reportQuantity）、最大報告セル数（maxReportCells）、報告間隔（reportIn
terval）、報告回数（reportAmount）が含まれる。
【００４９】
　次に、報告設定EUTRA（reportConfigEUTRA）について説明する。イベント識別子（even
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tId）は、イベントトリガ報告（event triggered reporting）に関する条件（criteria）
を選択するために利用される。ここで、イベントトリガ報告（event triggered reportin
g）とは、イベントトリガ条件を満たした場合に、測定を報告する方法である。この他に
、イベントトリガ条件を満たした場合に、一定間隔で、ある回数だけ測定を報告するとい
うイベントトリガ定期報告（event triggered periodic reporting）もある。
【００５０】
　イベントトリガ条件としては、後述の５種類が規定されている。すなわち、イベント識
別子（eventId）によって指定されたイベントトリガ条件を満たした場合、移動局装置は
、基地局装置に対して、測定報告（measurement report）を行う。トリガ量（triggerQua
ntity）は、イベントトリガ条件を評価するために利用する量である。すなわち、参照信
号受信電力（RSRP：Reference Signal Received Power）、または、参照信号受信品質（R
SRQ：Reference Signal Received Quality）が指定される。すなわち、移動局装置は、こ
のトリガ量（triggerQuantity）によって指定された量を利用して、下りリンク参照信号
の測定を行い、イベント識別子（eventId）で指定されたイベントトリガ条件を満たして
いるか否かを判定する。ヒステリシス（hysteresis）は、イベントトリガ条件で利用され
るパラメータである。トリガ時間（timeToTrigger）は、イベントトリガ条件を満たすべ
き期間を示す。報告量（reportQuantity）は、測定報告（measurement report）において
報告する量を示す。ここでは、トリガ量（triggerQuantity）で指定した量、または、参
照信号受信電力（RSRP）および参照信号受信品質（RSRQ）が指定される。ここで、参照信
号受信品質（RSRQ）は、(N * RSRP) / (EUTRA Carrier RSSI)で表される比である。受信
信号強度（EUTRA Carrier RSSI）は、全受信信号電力の強さを示し、測定帯域幅はシステ
ム帯域幅と同じである。Nは受信信号強度（EUTRA Carrier RSSI）の測定帯域幅に関する
リソースブロック（RB：Resource Block）数である。最大報告セル数（maxReportCells）
は、測定報告（measurement report）に含めるセルの最大数を示す。報告間隔（reportIn
terval）は、定期報告（periodical reporting）またはイベントトリガ定期報告（event 
triggered periodic reporting）に対して利用され、報告間隔（reportInterval）で示さ
れる間隔ごとに定期報告する。報告回数（reportAmount）は、必要に応じて、定期報告（
periodical reporting）を行う回数を規定する。
【００５１】
　尚、後述のイベントトリガ条件で利用するスレッショルドパラメータやオフセットパラ
メータ（a1_Threshold、a2_Threshold、a3_Offset、a4_Threshold、a5_Threshold1、a5_T
hreshold2）は、報告設定EUTRA（reportConfigEUTRA）において、イベント識別子（event
Id）と一緒に、移動局装置へ通知される。
【００５２】
＜イベントトリガ条件について＞
　測定報告（measurement report）をするためのイベントトリガ条件には、以下の５種類
が定義されており、それぞれ加入条件と離脱条件がある。すなわち、基地局装置から指定
されたイベントに対する加入条件を満たした移動局装置は、基地局装置に対して測定報告
（measurement report）を送信する。一方、イベント加入条件を満たして測定報告（meas
urement report）を送信していた移動局装置は、イベント離脱条件を満たした場合、測定
報告（measurement report）の送信を停止する。以下が、各イベントに対する加入条件と
離脱条件である。
【００５３】
　＜イベント（Event）A1＞
イベント（Event）A1加入条件：Ms - Hys > a1_Threshold
イベント（Event）A1離脱条件：Ms + Hys < a1_Threshold
　＜イベント（Event）A2＞
イベント（Event）A2加入条件：Ms - Hys < a2_Threshold
イベント（Event）A2離脱条件：Ms + Hys > a2_Threshold
　＜イベント（Event）A3＞



(10) JP 2010-154399 A 2010.7.8

10

20

30

40

50

イベント（Event）A3加入条件：Mn + Ofn + Ocn - Hys > Ms + Ofs + Ocs + a3_Offset
イベント（Event）A3離脱条件：Mn + Ofn + Ocn + Hys < Ms + Ofs + Ocs + a3_Offset
　＜イベント（Event）A4＞
イベント（Event）A4加入条件：Mn + Ofn + Ocn - Hys > a4_Threshold
イベント（Event）A4離脱条件：Mn + Ofn + Ocn + Hys < a4_Threshold
　＜イベント（Event）A5＞
イベント（Event）A5加入条件：Ms - Hys < a5_Threshold1, Mn + Ofn + Ocn - Hys > a5
_Threshold2
イベント（Event）A5離脱条件：Ms + Hys > a5_Threshold1, Mn + Ofn + Ocn + Hys < a5
_Threshold2
【００５４】
　ここで、Msとは、在圏セル（serving cell）に対する測定結果である（セル特有の測定
オフセット値を考慮しない）。Mnとは、隣接セル（neighbour cell）に対する測定結果で
ある。Hysとは、対象とするイベントに対するヒステリシスパラメータである。
【００５５】
　Ofnとは、隣接セルの周波数に対する周波数特有の測定オフセット値である。Ofnは、測
定対象EUTRA（measObjectEUTRA）のオフセット周波数（offsetFreq）に相当する。周波数
内測定（intra-frequency measurements）の場合、Ofnは、Ofsと同じである。周波数間測
定（inter-frequency measurements）の場合、Ofnは、在圏セルとは異なる下りリンク周
波数に対応する測定対象EUTRA（measObjectEUTRA）に含まれるオフセット周波数（offset
Freq）である。
【００５６】
　Ocnとは、隣接セルに対するセル特有の測定オフセット値である。Ocnは、測定対象EUTR
A（measObjectEUTRA）のセル固有オフセット（cellIndividualOffset）に相当する。Ocn
が設定されていない場合は、測定オフセット値を０とする。周波数内測定（intra-freque
ncy measurements）の場合、Ocnは、在圏セルと同じ下りリンク周波数の測定対象EUTRA（
measObjectEUTRA）に含まれるセル固有オフセット（cellIndividualOffset）である。周
波数間測定（inter-frequency measurements）の場合、Ocnは、在圏セルとは異なる下り
リンク周波数に対応する測定対象EUTRA（measObjectEUTRA）に含まれるセル固有オフセッ
ト（cellIndividualOffset）である。
【００５７】
　Ofsとは、在圏セルの周波数に対する周波数特有のオフセット値である。Ofsは、測定対
象EUTRA（measObjectEUTRA）のオフセット周波数（offsetFreq）に相当する。
【００５８】
　Ocsとは、在圏セルに対するセル特有の測定オフセット値である。Ocs は、在圏セルの
周波数の測定対象EUTRA（measObjectEUTRA）のセル固有オフセット（cellIndividualOffs
et）に含まれる。
【００５９】
　a1_Thresholdとは、イベントA1に対して利用されるスレッショルドパラメータである。
a2_Thresholdとは、イベントA2に対して利用されるスレッショルドパラメータである。a3
_Offsetとは、イベントA3に対して利用されるオフセットパラメータである。a4_Threshol
dとは、イベントA4に対して利用されるスレッショルドパラメータである。a5_Threshold1
とa5_Threshold2とは、イベントA5に対して利用されるスレッショルドパラメータである
。
【００６０】
　移動局は在圏セルの測定結果Ms及び隣接セルの測定結果Mnにより各イベントを発生する
。在圏セルの測定結果Msが、各パラメータの適用後、スレッショルドa1_Thresholdよりよ
い場合、イベントA1が発生し、スレッショルドa2_Thresholdより悪い場合、イベントA2が
発生する。隣接セルの測定結果Mnが、各パラメータの適用後、在圏セル測定結果Ms及びオ
フセットa3_Offsetより良い場合、イベントA3が発生し、隣接セルの測定結果Mnが、各パ
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ラメータの適用後、スレッショルドa4_Thresholdより良い場合、イベントA4が発生する。
在圏セルの測定結果Msが、各パラメータの適用後、スレッショルドa5_Threshold1より悪
い且つ隣接セルの測定結果Mnが、各パラメータの適用後、スレッショルドa5_Threshold2
より良い場合、イベントA5が発生する。
【００６１】
　尚、基地局装置は、在圏セル品質スレッショルド（s-Measure）を通知する場合と通知
しない場合がある。基地局装置が在圏セル品質スレッショルド（s-Measure）を通知する
場合、移動局装置は、在圏セル（serving cell）の品質（RSRP値）が在圏セル品質スレッ
ショルド（s-Measure）よりも低いときに、隣接セルの測定と、イベント評価（イベント
トリガ条件を満たすか否か、報告条件（Reporting criteria）の評価とも言う）を行う。
一方、基地局装置が在圏セル品質スレッショルド（s-Measure）を通知しない場合、移動
局装置は、在圏セル（serving cell）の品質（RSRP値）によらず、隣接セルの測定と、イ
ベント評価を行う。
【００６２】
＜Measurement Resultについて＞
　イベントトリガ条件を満たした移動局装置は、基地局装置に対して、測定報告（Measur
ement report）を送信する。測定報告（Measurement report）には、測定結果（Measurem
ent result）が含まれる。
【００６３】
　この測定結果（Measurement result）は、測定識別子（measId）、在圏セル測定結果（
measResultServing）、EUTRA測定結果リスト（measResultListEUTRA）で構成される。こ
こで、EUTRA測定結果リスト（measResultListEUTRA）には、物理セル識別子（physicalCe
llIdentity）、EUTRAセル測定結果（measResultEUTRA）が含まれる。
【００６４】
　ここで、測定識別子（measId）とは、前述のように、測定対象識別子（measObjectId）
と報告設定識別子（reportConfigId）とのリンクに利用されていた識別子である。また、
在圏セル測定結果（measResultServing）は、在圏セル（serving cell）に対する測定結
果であり、在圏セル（serving cell）に対する参照信号受信電力（RSRP）および参照信号
受信品質（RSRQ）の両方の結果を報告する。在圏セルに対する測定結果は、測定結果には
必ず含まれる。また、物理セル識別子（physicalCellIdentity）は、セルを識別するため
に利用する。EUTRAセル測定結果（measResultEUTRA）は、EUTRAセルに対する測定結果で
ある。隣接セルの測定結果は関連するイベントの発生時にのみ含まれる。
【００６５】
　図１は、本発明の第１の実施形態による通信システムで用いる下りリンクのチャネルの
構成を示す図である。また、図２は、本発明の第１の実施形態による通信システムで用い
る上りリンクのチャネルの構成を示す図である。図１に示す下りリンクのチャネルと、図
２に示す上りリンクのチャネルは、それぞれ論理チャネル、トランスポートチャネル、物
理チャネルから構成されている。
【００６６】
　論理チャネルは、媒体アクセス制御（ＭＡＣ：Medium Access Control）層で送受信さ
れるデータ送信サービスの種類を定義する。トランスポートチャネルは、無線インターフ
ェースで送信されるデータがどのような特性をもち、そのデータがどのように送信される
のかを定義する。物理チャネルは、トランスポートチャネルを運ぶ物理的なチャネルであ
る。
【００６７】
　下りリンクの論理チャネルには、報知制御チャネル（ＢＣＣＨ：Broadcast Control Ch
annel）、ページング制御チャネル（ＰＣＣＨ：Paging Control Channel）、共通制御チ
ャネル（ＣＣＣＨ：Common Control Channel）、専用制御チャネル（ＤＣＣＨ：Dedicate
d Control Channel）、専用トラフィックチャネル（ＤＴＣＨ：Dedicated Traffic Chann
el）、マルチキャスト制御チャネル（ＭＣＣＨ：Multicast Control Channel）、マルチ
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キャストトラフィックチャネル（ＭＴＣＨ：Multicast Traffic Channel）が含まれる。
上りリンクの論理チャネルには、共通制御チャネル（ＣＣＣＨ）、専用制御チャネル（Ｄ
ＣＣＨ）、専用トラフィックチャネル（ＤＴＣＨ）が含まれる。
【００６８】
　下りリンクのトランスポートチャネルには、報知チャネル（ＢＣＨ：Broadcast Channe
l）、ページングチャネル（ＰＣＨ：Paging Channel）、下りリンク共用チャネル（ＤＬ
－ＳＣＨ：Downlink Shared Channel）、マルチキャストチャネル（ＭＣＨ：Multicast C
hannel）が含まれる。上りリンクのトランスポートチャネルには、上りリンク共用チャネ
ル（ＵＬ－ＳＣＨ：Uplink Shared Channel）、ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ：R
andom Access Channel）が含まれる。
【００６９】
　下りリンクの物理チャネルには、物理報知チャネル（ＰＢＣＨ：Physical Broadcast C
hannel）、物理下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：Physical Downlink Control Chan
nel）、物理下りリンク共用チャネル（ＰＤＳＣＨ：Physical Downlink Shared Channel
）、物理マルチキャストチャネル（ＰＭＣＨ：Physical Multicast Channel）、物理制御
フォーマット指示チャネル（ＰＣＦＩＣＨ：Physical Control Format Indicator Channe
l）、物理ハイブリッド自動再送要求指示チャネル（ＰＨＩＣＨ：Physical Hybrid ARQ I
ndicator Channel）が含まれる。上りリンクの物理チャネルには、物理上りリンク共用チ
ャネル（ＰＵＳＣＨ：Physical Uplink Shared Channel）、物理ランダムアクセスチャネ
ル（ＰＲＡＣＨ：Physical Random Access Channel）、物理上りリンク制御チャネル（Ｐ
ＵＣＣＨ：Physical Uplink Control Channel）が含まれる。
【００７０】
　これらのチャネルは、従来技術で説明した図２０のようにして基地局装置と移動局装置
の間で送受信される。
【００７１】
　次に、論理チャネルについて説明する。報知制御チャネル（ＢＣＣＨ）は、システム情
報を報知するために使用される下りリンクチャネルである。ページング制御チャネル（Ｐ
ＣＣＨ）は、ページング情報を送信するために使用される下りリンクチャネルであり、ネ
ットワークが移動局装置のセル位置を知らないときに使用される。
【００７２】
　共通制御チャネル（ＣＣＣＨ）は、移動局装置とネットワーク間の制御情報を送信する
ために使用されるチャネルであり、ネットワークと無線リソース制御（ＲＲＣ：Radio Re
source Control）接続を有していない移動局装置によって使用される。
【００７３】
　専用制御チャネル（ＤＣＣＨ）は、１対１（point-to-point）の双方向チャネルであり
、移動局装置とネットワーク間で個別の制御情報を送信するために利用するチャネルであ
る。専用制御チャネル（ＤＣＣＨ）は、ＲＲＣ接続を有している移動局装置によって使用
される。
【００７４】
　専用トラフィックチャネル（ＤＴＣＨ）は、１対１の双方向チャネルであり、１つの移
動局装置専用のチャネルであって、ユーザ情報（ユニキャストデータ）の転送のために利
用される。
【００７５】
　マルチキャスト制御チャネル（ＭＣＣＨ）は、ネットワークから移動局装置へＭＢＭＳ
（Multimedia Broadcast Multicast Service：マルチメディアブロードキャストマルチキ
ャストサービス）制御情報を、一対多（point-to-multipoint）送信するために使用され
る下りリンクチャネルである。これは、１対多でサービスを提供するＭＢＭＳサービスに
使用される。
【００７６】
　ＭＢＭＳサービスの送信方法としては、単セル一対多（ＳＣＰＴＭ：Single-Cell Poin
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t-to-Multipoint）送信と、マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス単
一周波数網（ＭＢＳＦＮ：Multimedia Broadcast multicast service Single Frequency 
Network）送信とがある。ＭＢＳＦＮ送信（MBSFN Transmission）とは、複数セルから同
時に識別可能な波形（信号）を送信することで実現する同時送信技術である。一方、ＳＣ
ＰＴＭ送信とは、１つの基地局装置でＭＢＭＳサービスを送信する方法である。
【００７７】
　マルチキャスト制御チャネル（ＭＣＣＨ）は、１つまたは複数のマルチキャストトラフ
ィックチャネル（ＭＴＣＨ）に利用される。マルチキャストトラフィックチャネル（ＭＴ
ＣＨ）は、ネットワークから移動局装置へトラフィックデータ（ＭＢＭＳ送信データ）を
一対多（point-to-multipoint）送信するために使用される下りリンクチャネルである。
【００７８】
　なお、マルチキャスト制御チャネル（ＭＣＣＨ）およびマルチキャストトラフィックチ
ャネル（ＭＴＣＨ）は、ＭＢＭＳを受信する移動局装置だけが利用する。
【００７９】
　次に、トランスポートチャネルについて説明する。報知チャネル（ＢＣＨ）は、固定か
つ事前に定義された送信形式によって、セル全体に報知される。下りリンク共用チャネル
（ＤＬ－ＳＣＨ）では、ＨＡＲＱ（Hybrid Automatic Repeat Request：ハイブリッド自
動再送要求）、動的適応無線リンク制御、間欠受信（ＤＲＸ：Discontinuous Reception
）、ＭＢＭＳ送信がサポートされ、セル全体に報知される必要がある。
【００８０】
　また、下りリンク共用チャネル（ＤＬ－ＳＣＨ）では、ビームフォーミングを利用可能
であり、動的リソース割り当ておよび準静的リソース割り当てがサポートされる。ページ
ングチャネル（ＰＣＨ）では、ＤＲＸがサポートされ、セル全体に報知される必要がある
。
【００８１】
　また、ページングチャネル（ＰＣＨ）は、トラフィックチャネルや他の制御チャネルに
対して動的に使用される物理リソース、すなわち物理下りリンク共用チャネル（ＰＤＳＣ
Ｈ）、にマッピングされる。
【００８２】
　マルチキャストチャネル（ＭＣＨ）は、セル全体に報知される必要がある。また、マル
チキャストチャネル（ＭＣＨ）では、複数セルからのＭＢＭＳ送信のＭＢＳＦＮ（MBMS S
ingle Frequency Network）結合（Combining）や、拡張サイクリックプリフィックス（Ｃ
Ｐ：Cyclic Prefix）を使う時間フレームなど、準静的リソース割り当てがサポートされ
る。
【００８３】
　上りリンク共用チャネル（ＵＬ－ＳＣＨ）では、ＨＡＲＱ、動的適応無線リンク制御が
サポートされる。また、上りリンク共用チャネル（ＵＬ－ＳＣＨ）では、ビームフォーミ
ングを利用可能である。動的リソース割り当ておよび準静的リソース割り当てがサポート
される。ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）は、限られた制御情報が送信され、衝突
リスクがある。
【００８４】
　次に、物理チャネルについて説明する。物理報知チャネル（ＰＢＣＨ）は、４０ミリ秒
間隔で報知チャネル（ＢＣＨ）をマッピングする。４０ミリ秒のタイミングは、ブライン
ド検出（blind detection）される。すなわち、タイミング提示のために、明示的なシグ
ナリングを行わなくても良い。また、物理報知チャネル（ＰＢＣＨ）を含むサブフレーム
は、そのサブフレームだけで復号できる（自己復号可能（self-decodable）である）。
【００８５】
　物理下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）は、下りリンク共用チャネル（ＰＤＳＣＨ
）のリソース割り当て、下りリンクデータに対するハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ
）情報、および、物理上りリンク共用チャネル（ＰＵＳＣＨ）のリソース割り当てである
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上りリンク送信許可（上りリンクグラント）を移動局装置に通知するために使用されるチ
ャネルである。
【００８６】
　物理下りリンク共用チャネル（ＰＤＳＣＨ）は、下りリンクデータまたはページング情
報を送信するために使用されるチャネルである。物理マルチキャストチャネル（ＰＭＣＨ
）は、マルチキャストチャネル（ＭＣＨ）を送信するために利用するチャネルであり、下
りリンク参照信号、上りリンク参照信号、物理下りリンク同期信号が別途配置される。
【００８７】
　物理上りリンク共用チャネル（ＰＵＳＣＨ）は、主に上りリンクデータ（ＵＬ－ＳＣＨ
）を送信するために使用されるチャネルである。基地局装置１００が、移動局装置２００
をスケジューリングした場合には、チャネルフィードバックレポート（下りリンクのチャ
ネル品質識別子ＣＱＩ（Channel Quality Indicator）、プレコーディングマトリックス
識別子ＰＭＩ（Precoding Matrix Indicator）、ランク識別子ＲＩ（Rank Indicator））
や下りリンク送信に対するＨＡＲＱ肯定応答（ＡＣＫ：Acknowledgement）／否定応答（
ＮＡＣＫ：Negative Acknowledgement）も物理上りリンク共用チャネル（ＰＵＳＣＨ）を
使用して送信される。
【００８８】
　物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）は、ランダムアクセスプリアンブルを送
信するために使用されるチャネルであり、ガードタイムを持つ。物理上りリンク制御チャ
ネル（ＰＵＣＣＨ）は、チャネルフィードバックレポート（ＣＱＩ、ＰＭＩ、ＲＩ）、ス
ケジューリング要求（ＳＲ：Scheduling Request）、下りリンク送信に対するＨＡＲＱ、
肯定応答／否定応答などを送信するために使用されるチャネルである。
【００８９】
　物理制御フォーマット指示チャネル（ＰＣＦＩＣＨ）は、物理下りリンク制御チャネル
（ＰＤＣＣＨ）のために使用されるＯＦＤＭシンボル数を移動局装置に通知するために利
用するチャネルであり、各サブフレームで送信される。
【００９０】
　物理ハイブリッド自動再送要求指示チャネル（ＰＨＩＣＨ）は、上りリンク送信に対す
るＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信するために利用するチャネルである。
【００９１】
　下りリンク参照信号（ＤＬ－ＲＳ：Downlink Reference Signal）は、セル毎に所定の
電力で送信されるパイロットシグナルである。また、下りリンク参照信号は、所定の時間
間隔（例えば１フレーム）で周期的に繰り返される信号であり、移動局装置は、所定の時
間間隔において下りリンク参照信号を受信し、受信品質を測定することによって、セル毎
の受信品質の判断に用いる。また、下りリンク参照信号と同時に送信される下りデータの
復調のための参照用の信号として用いる。下りリンク参照信号に使用される系列は、セル
毎に一意に識別可能な系列であれば、任意の系列を用いても良い。
【００９２】
　次に、本発明の第１の実施形態による通信システムによるチャネルマッピングについて
説明する。
【００９３】
　図１に示されるように、下りリンクでは、次のようにトランスポートチャネルと物理チ
ャネルのマッピングが行われる。報知チャネル（ＢＣＨ）は、物理報知チャネル（ＰＢＣ
Ｈ）にマッピングされる。
【００９４】
　マルチキャストチャネル（ＭＣＨ）は、物理マルチキャストチャネル（ＰＭＣＨ）にマ
ッピングされる。ページングチャネル（ＰＣＨ）および下りリンク共用チャネル（ＤＬ－
ＳＣＨ）は、物理下りリンク共用チャネル（ＰＤＳＣＨ）にマッピングされる。
【００９５】
　物理下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、物理ハイブリッド自動再送要求指示チャ
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ネル（ＰＨＩＣＨ）、物理制御フォーマット指示チャネル（ＰＣＦＩＣＨ）は、物理チャ
ネル単独で使用される。
【００９６】
　一方、上りリンクでは、次のようにトランスポートチャネルと物理チャネルのマッピン
グが行われる。上りリンク共用チャネル（ＵＬ－ＳＣＨ）は、物理上りリンク共用チャネ
ル（ＰＵＳＣＨ）にマッピングされる。
【００９７】
　ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）は、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣ
Ｈ）にマッピングされる。物理上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）は、物理チャネル
単独で使用される。
【００９８】
　また、下りリンクにおいて、次のように論理チャネルとトランスポートチャネルのマッ
ピングが行われる。ページング制御チャネル（ＰＣＣＨ）は、ページングチャネル（ＰＣ
Ｈ）にマッピングされる。
【００９９】
　報知制御チャネル（ＢＣＣＨ）は、報知チャネル（ＢＣＨ）と下りリンク共用チャネル
（ＤＬ－ＳＣＨ）にマッピングされる。共通制御チャネル（ＣＣＣＨ）、専用制御チャネ
ル（ＤＣＣＨ）、専用トラフィックチャネル（ＤＴＣＨ）は、下りリンク共用チャネル（
ＤＬ－ＳＣＨ）にマッピングされる。
【０１００】
　マルチキャスト制御チャネル（ＭＣＣＨ）は、下りリンク共用チャネル（ＤＬ－ＳＣＨ
）とマルチキャストチャネル（ＭＣＨ）にマッピングされる。マルチキャストトラフィッ
クチャネル（ＭＴＣＨ）は、下りリンク共用チャネル（ＤＬ－ＳＣＨ）とマルチキャスト
チャネル（ＭＣＨ）にマッピングされる。
【０１０１】
　なお、マルチキャスト制御チャネル（ＭＣＣＨ）およびマルチキャストトラフィックチ
ャネル（ＭＴＣＨ）からマルチキャストチャネル（ＭＣＨ）へのマッピングは、ＭＢＳＦ
Ｎ送信時に行われる一方、ＳＣＰＴＭ送信時は、このマッピングは下りリンク共用チャネ
ル（ＤＬ－ＳＣＨ）にマッピングされる。
【０１０２】
　一方、上りリンクにおいて次のように論理チャネルとトランスポートチャネルのマッピ
ングが行われる。共通制御チャネル（ＣＣＣＨ）、専用制御チャネル（ＤＣＣＨ）、専用
トラフィックチャネル（ＤＴＣＨ）は、上りリンク共用チャネル（ＵＬ－ＳＣＨ）にマッ
ピングされる。ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）は、論理チャネルとマッピングさ
れない。
【０１０３】
　図４は、本発明の第１の実施形態による基地局装置１００の構成を示す概略ブロック図
である。基地局装置１００は、データ制御部１０１、ＯＦＤＭ変調部１０２、無線部１０
３、スケジューリング部１０４、チャネル推定部１０５、ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ（ＤＦＴ
－Ｓｐｒｅａｄ－ＯＦＤＭ）復調部１０６、データ抽出部１０７、上位層１０８、アンテ
ナ部Ａ１を備えている。
【０１０４】
　無線部１０３、スケジューリング部１０４、チャネル推定部１０５、ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦ
ＤＭ復調部１０６、データ抽出部１０７、上位層１０８およびアンテナ部Ａ１は、受信部
を構成している。また、データ制御部１０１、ＯＦＤＭ変調部１０２、無線部１０３、ス
ケジューリング部１０４、上位層１０８およびアンテナ部Ａ１は、送信部を構成している
。それぞれの送信部、受信部の一部は、コンポーネントキャリアごとに別々に処理するよ
うに構成され、一部は、コンポーネントキャリア間で共通の処理を行うように構成されて
いる。
【０１０５】
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　アンテナ部Ａ１、無線部１０３、チャネル推定部１０５、ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ復調部
１０６およびデータ抽出部１０７は、上りリンクの物理層の処理を行う。アンテナ部Ａ２
、データ制御部１０１、ＯＦＤＭ変調部１０２および無線部１０３は、下りリンクの物理
層の処理を行う。
【０１０６】
　データ制御部１０１は、スケジューリング部１０４からトランスポートチャネルを取得
する。データ制御部１０１は、トランスポートチャネルと、スケジューリング部１０４か
ら入力されるスケジューリング情報に基づいて物理層で生成される信号およびチャネルを
、スケジューリング部１０４から入力されるスケジューリング情報に基づいて、物理チャ
ネルにマッピングする。以上のようにマッピングされた各データは、ＯＦＤＭ変調部１０
２へ出力される。
【０１０７】
　ＯＦＤＭ変調部１０２は、データ制御部１０１から入力されたデータに対して、スケジ
ューリング部１０４から入力されるスケジューリング情報（下りリンク物理リソースブロ
ック（ＰＲＢ）割り当て情報（例えば、周波数、時間など物理リソースブロック位置情報
）や、各下りリンク物理リソースブロック（ＰＲＢ）に対応する変調方式および符号化方
式（例えば、１６ＱＡＭ変調、２／３コーディングレート）などを含む）に基づいて、符
号化、データ変調、入力信号の直列／並列変換、ＩＦＦＴ（Inverse Fast Fourier Trans
form：逆高速フーリエ変換）処理、サイクリックプレフィックス（ＣＰ）の挿入、並びに
、フィルタリングなどＯＦＤＭ信号処理を行い、ＯＦＤＭ信号を生成して、無線部１０３
へ出力する。
【０１０８】
　無線部１０３は、ＯＦＤＭ変調部１０２から入力された変調データを無線周波数にアッ
プコンバートして無線信号を生成し、アンテナ部Ａ１を介して、移動局装置２００に送信
する。また、無線部１０３は、移動局装置２００からの上りリンクの無線信号を、アンテ
ナ部Ａ１を介して受信し、ベースバンド信号にダウンコンバートして、受信データをチャ
ネル推定部１０５とＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ復調部１０６とに出力する。
【０１０９】
　スケジューリング部１０４は、媒体アクセス制御（ＭＡＣ：Medium Access Control）
層の処理を行う。スケジューリング部１０４は、論理チャネルとトランスポートチャネル
のマッピング、下りリンクおよび上りリンクのスケジューリング（ＨＡＲＱ処理、トラン
スポートフォーマットの選択など）などを行う。スケジューリング部１０４は、各物理層
の処理部を統合して制御するため、スケジューリング部１０４と、アンテナ部Ａ１、無線
部１０３、チャネル推定部１０５、ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ復調部１０６、データ制御部１
０１、ＯＦＤＭ変調部１０２およびデータ抽出部１０７との間のインターフェースが存在
する。ただし、図示しない。
【０１１０】
　スケジューリング部１０４は、下りリンクのスケジューリングでは、移動局装置２００
から受信したフィードバック情報（下りリンクのチャネルフィードバックレポート（チャ
ネル品質（ＣＱＩ）、ストリームの数（ＲＩ）、プレコーディング情報（ＰＭＩ）など）
）や、下りリンクデータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバック情報など）、各移動局
装置の使用可能な下りリンク物理リソースブロック（ＰＲＢ）の情報、バッファ状況、上
位層１０８から入力されたスケジューリング情報などに基づいて、各データを変調するた
めの下りリンクのトランスポートフォーマット（送信形態）（物理リソースブロック（Ｐ
ＲＢ）の割り当ておよび変調方式および符号化方式など）の選定処理、ＨＡＲＱにおける
再送制御および下りリンクのスケジューリングに使用されるスケジューリング情報の生成
を行う。これら下りリンクのスケジューリングに使用されるスケジューリング情報は、デ
ータ制御部１０１およびデータ抽出部１０７へ出力される。
【０１１１】
　また、スケジューリング部１０４は、上りリンクのスケジューリングでは、チャネル推
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定部１０５が出力する上りリンクのチャネル状態（無線伝搬路状態）の推定結果、移動局
装置２００からのリソース割り当て要求、各移動局装置２００の使用可能な下りリンク物
理リソースブロック（ＰＲＢ）の情報、上位層１０８から入力されたスケジューリング情
報などに基づいて、各データを変調するための上りリンクのトランスポートフォーマット
（送信形態）（物理リソースブロック（ＰＲＢ）の割り当ておよび変調方式および符号化
方式など）の選定処理および上りリンクのスケジューリングに使用されるスケジューリン
グ情報の生成を行う。
【０１１２】
　これら上りリンクのスケジューリングに使用されるスケジューリング情報は、データ制
御部１０１およびデータ抽出部１０７へ出力される。
【０１１３】
　また、スケジューリング部１０４は、上位層１０８から入力された下りリンクの論理チ
ャネルをトランスポートチャネルにマッピングし、データ制御部１０１へ出力する。また
、スケジューリング部１０４は、データ抽出部１０７から入力された上りリンクで取得し
た制御データとトランスポートチャンネルを、必要に応じて処理した後、上りリンクの論
理チャネルにマッピングし、上位層１０８へ出力する。
【０１１４】
　チャネル推定部１０５は、上りリンクデータの復調のために、上りリンク復調用参照信
号（ＤＲＳ：Demodulation Reference Signal）から上りリンクのチャネル状態を推定し
、その推定結果をＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ復調部１０６に出力する。また、上りリンクのス
ケジューリングを行うために、上りリンク測定用参照信号（ＳＲＳ：Sounding Reference
 Signal）から上りリンクのチャネル状態を推定し、その推定結果をスケジューリング部
１０４に出力する。
【０１１５】
　なお、上りリンクの通信方式は、ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ等のようなシングルキャリア方
式を想定しているが、ＯＦＤＭ方式のようなマルチキャリア方式を用いても良い。
【０１１６】
　ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ復調部１０６は、チャネル推定部１０５から入力された上りリン
クのチャネル状態推定結果に基づいて、無線部１０３から入力された変調データに対し、
ＤＦＴ（Discrete Fourier Transform：離散フーリエ変換）変換、サブキャリアマッピン
グ、ＩＦＦＴ変換、フィルタリング等のＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ信号処理を行って、復調処
理を施し、データ抽出部１０７に出力する。
【０１１７】
　データ抽出部１０７は、スケジューリング部１０４からのスケジューリング情報に基づ
いて、ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ復調部１０６から入力されたデータに対して、正誤を確認す
るとともに、確認結果（肯定信号ＡＣＫ／否定信号ＮＡＣＫ）をスケジューリング部１０
４に出力する。
【０１１８】
　また、データ抽出部１０７は、スケジューリング部１０４からのスケジューリング情報
に基づいて、ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ復調部１０６から入力されたデータからトランスポー
トチャネルと物理層の制御データとに分離して、スケジューリング部１０４に出力する。
【０１１９】
　分離された制御データには、移動局装置２００から通知されたフィードバック情報（下
りリンクのチャネルフィードバックレポート（ＣＱＩ、ＰＭＩ、ＲＩ）、下りリンクのデ
ータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバック情報）などが含まれている。
【０１２０】
　上位層１０８は、パケットデータ統合プロトコル（ＰＤＣＰ：Packet Data Convergenc
e Protocol）層、無線リンク制御（ＲＬＣ：Radio Link Control）層、無線リソース制御
（ＲＲＣ：Radio Resource Control）層の処理を行う。上位層１０８は、下位層の処理部
を統合して制御するため、上位層１０８と、スケジューリング部１０４、アンテナ部Ａ１
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、無線部１０３、チャネル推定部１０５、ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ復調部１０６、データ制
御部１０１、ＯＦＤＭ変調部１０２およびデータ抽出部１０７との間のインターフェース
が存在する。ただし、図示しない。
【０１２１】
　上位層１０８は、無線リソース制御部１０９を有している。また、無線リソース制御部
１０９は、各種設定情報の管理、システム情報の管理、測定設定および測定結果の管理、
ページング制御、各移動局装置の通信状態の管理、ハンドオーバーなどの移動管理、移動
局装置ごとのバッファ状況の管理、ユニキャストおよびマルチキャストベアラの接続設定
の管理、移動局識別子（ＵＥＩＤ）の管理などを行っている。上位層１０８は、別の基地
局装置への情報および上位ノードへの情報の授受を行う。
【０１２２】
　図５は、本発明の第１の実施形態による移動局装置２００の構成を示す概略ブロック図
である。移動局装置２００は、データ制御部２０１、ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ変調部２０２
、無線部２０３、スケジューリング部２０４、チャネル推定部２０５、ＯＦＤＭ復調部２
０６、データ抽出部２０７、上位層２０８、アンテナ部Ａ２を備えている。
【０１２３】
　データ制御部２０１、ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ変調部２０２、無線部２０３、スケジュー
リング部２０４、上位層２０８およびアンテナ部Ａ２は、送信部を構成している。また、
無線部２０３、スケジューリング部２０４、チャネル推定部２０５、ＯＦＤＭ復調部２０
６、データ抽出部２０７、上位層２０８およびアンテナ部Ａ２は、受信部を構成している
。また、スケジューリング部２０４は、選択部を構成している。
【０１２４】
　アンテナ部Ａ２、データ制御部２０１、ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ変調部２０２および無線
部２０３は、上りリンクの物理層の処理を行う。アンテナ部Ａ２、無線部２０３、チャネ
ル推定部２０５、ＯＦＤＭ復調部２０６およびデータ抽出部２０７は、下りリンクの物理
層の処理を行う。それぞれの送信部、受信部の一部は、コンポーネントキャリアごとに別
々に処理するように構成され、一部は、コンポーネントキャリア間で共通の処理を行うよ
うに構成されている。
【０１２５】
　データ制御部２０１は、スケジューリング部２０４からトランスポートチャネルを取得
する。データ制御部２０１は、トランスポートチャネルと、スケジューリング部１０４か
ら入力されるスケジューリング情報に基づいて物理層で生成される信号およびチャネルを
、スケジューリング部２０４から入力されるスケジューリング情報に基づいて、物理チャ
ネルにマッピングする。このようにマッピングされた各データは、ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ
変調部２０２へ出力される。
【０１２６】
　ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ変調部２０２は、データ制御部２０１から入力されたデータに対
し、データ変調、ＤＦＴ処理、サブキャリアマッピング、逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ
）処理、サイクリックプレフィックス（ＣＰ）挿入、フィルタリングなどのＤＦＴ－Ｓ－
ＯＦＤＭ信号処理を行い、ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ信号を生成して、無線部２０３へ出力す
る。
【０１２７】
　なお、上りリンクの通信方式は、ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ等のようなシングルキャリア方
式を想定しているが、代わりにＯＦＤＭ方式のようなマルチキャリア方式を用いても良い
。
【０１２８】
　無線部２０３は、ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ変調部２０２から入力された変調データを無線
周波数にアップコンバートして無線信号を生成し、アンテナ部Ａ２を介して、基地局装置
１００に送信する。
【０１２９】
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　また、無線部２０３は、基地局装置１００からの下りリンクのデータで変調された無線
信号を、アンテナ部Ａ２を介して受信し、ベースバンド信号にダウンコンバートして、受
信データを、チャネル推定部２０５およびＯＦＤＭ復調部２０６に出力する。
【０１３０】
　スケジューリング部２０４は、媒体アクセス制御層の処理を行う。スケジューリング部
１０４は、論理チャネルとトランスポートチャネルのマッピング、下りリンクおよび上り
リンクのスケジューリング（ＨＡＲＱ処理、トランスポートフォーマットの選択など）な
どを行う。スケジューリング部１０４は、各物理層の処理部を統合して制御するため、ス
ケジューリング部１０４と、アンテナ部Ａ２、データ制御部２０１、ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤ
Ｍ変調部２０２、チャネル推定部２０５、ＯＦＤＭ復調部２０６、データ抽出部２０７お
よび無線部２０３との間のインターフェースが存在する。ただし、図示しない。
【０１３１】
　スケジューリング部２０４は、下りリンクのスケジューリングでは、基地局装置１００
や上位層２０８からのスケジューリング情報（トランスポートフォーマットやＨＡＲＱ再
送情報）などに基づいて、トランスポートチャネルおよび物理信号および物理チャネルの
受信制御、ＨＡＲＱ再送制御および下りリンクのスケジューリングに使用されるスケジュ
ーリング情報の生成を行う。これら下りリンクのスケジューリングに使用されるスケジュ
ーリング情報は、データ制御部２０１およびデータ抽出部２０７へ出力される。
【０１３２】
　スケジューリング部２０４は、上りリンクのスケジューリングでは、上位層２０８から
入力された上りリンクのバッファ状況、データ抽出部２０７から入力された基地局装置１
００からの上りリンクのスケジューリング情報（トランスポートフォーマットやＨＡＲＱ
再送情報など）、および、上位層２０８から入力されたスケジューリング情報などに基づ
いて、上位層２０８から入力された上りリンクの論理チャネルをトランスポートチャネル
にマッピングするためのスケジューリング処理および上りリンクのスケジューリングに使
用されるスケジューリング情報の生成を行う。
【０１３３】
　なお、上りリンクのトランスポートフォーマットについては、基地局装置１００から通
知された情報を利用する。これらスケジューリング情報は、データ制御部２０１およびデ
ータ抽出部２０７へ出力される。
【０１３４】
　また、スケジューリング部２０４は、上位層２０８から入力された上りリンクの論理チ
ャネルをトランスポートチャネルにマッピングし、データ制御部２０１へ出力する。また
、スケジューリング部２０４は、チャネル推定部２０５から入力された下りリンクのチャ
ネルフィードバックレポート（ＣＱＩ、ＰＭＩ、ＲＩ）や、データ抽出部２０７から入力
されたＣＲＣ確認結果についても、データ制御部２０１へ出力する。
【０１３５】
　また、スケジューリング部２０４は、データ抽出部２０７から入力された下りリンクで
取得した制御データとトランスポートチャネルを、必要に応じて処理した後、下りリンク
の論理チャネルにマッピングし、上位層２０８へ出力する。
【０１３６】
　チャネル推定部２０５は、下りリンクデータの復調のために、下りリンク参照信号（Ｒ
Ｓ）から下りリンクのチャネル状態を推定し、その推定結果をＯＦＤＭ復調部２０６に出
力する。
【０１３７】
　また、チャネル推定部２０５は、基地局装置１００に下りリンクのチャネル状態（無線
伝搬路状態）の推定結果を通知するために、下りリンク参照信号（ＲＳ）から下りリンク
のチャネル状態を推定し、この推定結果を下りリンクのチャネルフィードバックレポート
（チャネル品質情報など）に変換して、スケジューリング部２０４に出力する。また、基
地局装置１００に下りリンクの測定結果を通知するために、下りリンク参照信号（ＲＳ）
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の測定結果を無線リソース制御部２０９に出力する。
【０１３８】
　ＯＦＤＭ復調部２０６は、チャネル推定部２０５から入力された下りリンクのチャネル
状態推定結果に基づいて、無線部２０３から入力された変調データに対して、ＯＦＤＭ復
調処理を施し、データ抽出部２０７に出力する。
【０１３９】
　データ抽出部２０７は、ＯＦＤＭ復調部２０６から入力されたデータに対して、巡回冗
長検査（ＣＲＣ）を行い、正誤を確認するとともに、確認結果（ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィー
ドバック情報）をスケジューリング部２０４に出力する。
【０１４０】
　また、データ抽出部２０７は、スケジューリング部２０４からのスケジューリング情報
に基づいて、ＯＦＤＭ復調部２０６から入力されたデータからトランスポートチャネルと
物理層の制御データに分離して、スケジューリング部２０４に出力する。分離された制御
データには、下りリンクまたは上りリンクのリソース割り当てや上りリンクのＨＡＲＱ制
御情報などのスケジューリング情報が含まれている。このとき、物理下りリンク制御信号
（ＰＤＣＣＨ）の検索空間（検索領域ともいう）をデコード処理し、自局宛の下りリンク
または上りリンクのリソース割り当てなどを抽出する。
【０１４１】
　上位層２０８は、パケットデータ統合プロトコル（ＰＤＣＰ：Packet Data Convergenc
e Protocol）層、無線リンク制御（ＲＬＣ：Radio Link Control）層、無線リソース制御
（ＲＲＣ：Radio Resource Control）層の処理を行う。上位層２０８は、無線リソース制
御部２０９を有している。上位層２０８は、下位層の処理部を統合して制御するため、上
位層２０８と、スケジューリング部２０４、アンテナ部Ａ２、データ制御部２０１、ＤＦ
Ｔ－Ｓ－ＯＦＤＭ変調部２０２、チャネル推定部２０５、ＯＦＤＭ復調部２０６、データ
抽出部２０７および無線部２０３との間のインターフェースが存在する。ただし、図示し
ない。
【０１４２】
　無線リソース制御部２０９は、各種設定情報の管理、システム情報の管理、測定設定お
よび測定結果の管理、ページング制御、自局の通信状態の管理、ハンドオーバーなどの移
動管理、バッファ状況の管理、ユニキャストおよびマルチキャストベアラの接続設定の管
理、移動局識別子（ＵＥＩＤ）の管理を行う。
【０１４３】
　図３は、本発明のネットワーク構成の例について示した図である。移動局装置２００は
、キャリアアグリゲーションによって複数の周波数層（コンポーネントキャリアＣＣ１～
コンポーネントキャリアＣＣ３）で同時に通信が可能である場合、ネットワーク構成とし
ては、ある一つの基地局装置１００２が複数の下りリンク周波数層毎に送信部２１、送信
部２２を備えている場合（ＣＣ２～ＣＣ３）と、周波数層毎に一つの基地局装置１００１
が一つの送信部１１を備えている場合（ＣＣ１）が考えられ、更にその両方が混在される
場合があるが、いずれの構成であっても本実施の形態を実現する上で問題は無い。また、
送信部２１、送信部２２が一つの送信部で構成されても良い。また、上りリンクも同様で
一つの基地局装置が複数の上りリンク周波数層毎に受信部を備えている場合と、周波数層
毎に一つの基地局装置が一つの受信部を備えている場合が考えられ、更にその両方が混在
される場合がある。また、基地局装置１００１，１００２は上位の制御局３００によって
管理されてもよいし、基地局装置１００１と基地局装置１００２間で協調制御してもよい
。移動局装置２００は、下りリンクコンポーネントキャリアがどの基地局装置から送信さ
れているか、上りリンクコンポーネントキャリアがどの基地局装置で受信されるかを特に
意識することなく、セルとして認識する。各セルで報知されるシステム情報から対応する
上りリンクコンポーネントキャリアの周波数帯域や帯域幅などのシステム情報を取得する
。移動局装置２００に対して、専用信号（ＲＲＣシグナリングなど）にてコンポーネント
キャリアの追加（キャリアアグリゲーション）が行われるため、移動局装置特有のコンポ
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ーネントキャリアの設定が可能である。
【０１４４】
　移動局装置では、システム情報の各コンテンツであるシステム情報フィールドと、一つ
又は複数のシステム情報フィールドで構成されるシステム情報要素（ＩＥ：Information 
Element）を管理する。これらのシステム情報（システム情報フィールドおよびシステム
情報要素を含む）は、移動局装置と基地局装置のＲＲＣでコンポーネントキャリアごとに
管理される。システム情報は、移動局装置と基地局装置で通信を行うシステムで管理され
る設定情報パラメータであり、移動局装置がシステムで動作するために必要なパラメータ
でもある。システム情報には、測定設定（Measurement configuration）、測定識別子（m
easId）、測定対象（Measurement objects）、報告設定（Reporting configurations）な
ども含まれる。
【０１４５】
　ＲＲＣで管理されるシステム情報は、報知制御チャネル（ＢＣＣＨ）で報知されたり、
共通制御チャネル（ＣＣＣＨ）および／または専用制御チャネル（ＤＣＣＨ）のＲＲＣシ
グナリングで、基地局装置から移動局装置へ通知されたりする。
【０１４６】
　このＲＲＣで管理されるシステム情報を、コンポーネントキャリアごとに異なる（コン
ポーネントキャリアそれぞれで固有の）パラメータとして管理する。
【０１４７】
　ＲＲＣシグナリングで、システム情報を通知する場合、コンポーネントキャリアの識別
番号を指定してシステム情報を通知するような新たなＲＲＣメッセージのタイプをシステ
ム情報ごとに用意しても良いし、ＲＲＣ接続再設定（RRCConnectionReconfiguration）メ
ッセージを拡張し、コンポーネントキャリアの識別番号を指定してＲＲＣ接続再設定（RR
CConnectionReconfiguration）メッセージを通知できるようにしても良い。コンポーネン
トキャリアの識別番号は、物理セル識別子（physicalCellIdentity）と対象とする周波数
を流用するようにしても良い。
【０１４８】
　報知制御チャネル（ＢＣＣＨ）を使って、ＳＩＢ（SystemInforamtionBlock）（同じ送
信周期で送られる複数システム情報のかたまり）でシステム情報を通知する場合にも、シ
ステム情報を適用するコンポーネントキャリアの識別番号を指定してシステム情報を通知
する。または、システム情報を通知するＳＩＢが配置されたコンポーネントキャリアが、
そのシステム情報が適用されるコンポーネントキャリアとするようにしてもよい。
【０１４９】
　移動局装置は、システム帯域の中の一部の帯域幅を有する一つ又は複数のコンポーネン
トキャリアのシステム情報を管理し、移動局装置にコンポーネントキャリアが追加された
際に、現在アクセス中のコンポーネントキャリアのシステム情報を、追加された各コンポ
ーネントキャリアにも適用する。また、移動局装置は、移動局装置にコンポーネントキャ
リアが追加された際に、追加されたコンポーネントキャリアに適用されるシステム情報と
して通知されなかったシステム情報に対しては、現在アクセス中のコンポーネントキャリ
アのシステム情報を、追加された各コンポーネントキャリアに対して適用する。また、移
動局装置は、予め定められた特定のシステム情報については、移動局装置にコンポーネン
トキャリアが追加された際に、現在アクセス中のコンポーネントキャリアのシステム情報
を、追加された各コンポーネントキャリアに対して適用する。また、移動局装置は、予め
定められた特定のシステム情報については、移動局装置にコンポーネントキャリアが追加
された際に、デフォルト値（初期値）のシステム情報を、追加された各コンポーネントキ
ャリアに対して適用する。
【０１５０】
　コンポーネントキャリアの追加（キャリアアグリゲーション）は、アクティブなコンポ
ーネントキャリア（セル）の追加またはコンポーネントキャリア（セル）の活性化という
概念としても解釈できる。このアクティブなコンポーネントキャリア（セル）をアクティ
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ブセットセル（Active Set Cells）またはアクティブセットコンポーネントキャリア（Ac
tive Set Component Carriers）と呼ぶ。このアクティブセットセルには、同一および異
なる周波数層のセル（またはコンポーネントキャリア）を含む。
【０１５１】
　コンポーネントキャリア追加に関する情報を取得した移動局装置２００は、無線部２０
３を追加されたコンポーネントキャリアを受信できるように調整する。
【０１５２】
　続いて、複数セル（コンポーネントキャリア）で通信する場合の移動局装置の測定（me
asurement）の方法について説明する。
【０１５３】
＜在圏セルの解釈１＞
　在圏セルの考え方の一つの例（在圏セルの解釈１）について図６で説明する。移動局装
置および基地局装置は、アクティブなコンポーネントキャリアそれぞれを在圏セル（serv
ing cells）と解釈する。隣接セルは、あるアクティブセットセル内の一つのセルを在圏
セルと考えたとき、在圏セル以外のセルである。すなわち、アクティブセット内のセルは
、どのセルを在圏セルと考えるかによって隣接セルと解釈される場合がある。このように
することにより在圏セルの概念が拡張されるため複数の周波数層の測定に関する設定を効
率よく行うことが可能となる。また、測定の際にアクティブセット内のセル間での測定も
在圏セルと隣接セルとの測定と解釈できる。また、それぞれのセルで設定されている在圏
セルおよび隣接セルの設定をそのまま適用することが可能となる。
【０１５４】
＜在圏セルの解釈２＞
　在圏セルの考え方の別の例（在圏セルの解釈２）について図７で説明する。移動局装置
および基地局装置は、アクティブなコンポーネントキャリアすべてを在圏セル（serving 
cells）と解釈する。隣接セルは、アクティブセットセルに設定されていないセルである
。このようにすることにより在圏セルの概念が拡張されるため複数の周波数層の測定に関
する設定を効率よく行うことが可能となる。また、測定の際に測定すべき隣接セルからア
クティブセット内のセルを省くことができる。また、それぞれのセルで設定されている在
圏セルおよび隣接セルの設定をそのまま適用することが可能となる。
【０１５５】
＜周波数間測定の解釈＞
　アクティブセットセルが設定されている場合の周波数内測定（intra-frequency measur
ements）と周波数間測定（inter-frequency measurements）の定義について図８で説明す
る。周波数内測定（intra-frequency measurements）は、アクティブセットセルに設定さ
れているセルそれぞれの下りリンク周波数での測定である。周波数間測定（inter-freque
ncy measurements）は、アクティブセットセルに設定されているセルそれぞれの下りリン
ク周波数とは異なる周波数での測定である。すなわち、在圏セルとして測定するセルをア
クティブセットセル内のある一つのセルとすると、アクティブセットセル内の測定する在
圏セルとアクティブセットセル内の周波数の異なるセルとの間の測定は周波数間測定とな
る。これにより、基地局装置と移動局装置は、アクティブセットセルの設定に応じて自動
的に周波数間測定と周波数内測定を管理することができる。
【０１５６】
＜測定対象（Measurement objects）＞
　測定対象（Measurement objects）は、周波数ごとに規定されているのでアクティブセ
ットセル内のセルごとに設定する必要はない。その場合、測定対象識別子（measObjectId
）は、セル（コンポーネントキャリア）ごとに区別することなく共通の値を使用すること
が可能である。この設定は、在圏セルの解釈１と在圏セルの解釈２のいずれに対しても適
用可能である。
【０１５７】
　しかし、コンポーネントキャリアの識別番号（アクティブセットセル内のセル識別番号
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）を指定して、測定対象（Measurement objects）が、セル（コンポーネントキャリア）
ごとに設定されるようにしてもよい。その場合、測定対象識別子（measObjectId）は、セ
ル（コンポーネントキャリア）ごとに区別される。移動局装置及び基地局装置は、コンポ
ーネントキャリア識別番号を情報要素として含むような測定対象識別子（measObjectId）
またはコンポーネントキャリア識別番号と測定対象識別子（measObjectId）を指定して測
定対象（Measurement objects）を識別する。この設定は、在圏セルの解釈１と在圏セル
の解釈２のいずれに対しても適用可能である。コンポーネントキャリアの識別番号が指定
された場合は、測定対象（Measurement objects）に対する在圏セル（測定基準セル（測
定結果Msの対象セル））は、指定されたセル（コンポーネントキャリア）となる。
【０１５８】
＜報告設定（Reporting configurations）＞
　報告設定（Reporting configurations）は、測定基準セル（測定結果Msの対象セル）が
すでに規定されている場合は、アクティブセットセル内のセルごとに設定する必要はない
。その場合、報告設定識別子（reportConfigId）は、コンポーネントキャリアごとに区別
することなく共通の値を使用することが可能である。この設定は、在圏セルの解釈１と在
圏セルの解釈２のいずれに対しても適用可能である。
【０１５９】
　報告設定（Reporting configurations）は、測定対象となる在圏セルが複数存在するた
め、コンポーネントキャリアの識別番号（アクティブセットセル内のセル識別番号）を指
定して、測定基準セル（測定結果Msの対象セル）として解釈されるコンポーネントキャリ
アごとに報告設定（Reporting configurations）が設定されるようにしてもよい。
【０１６０】
　移動局装置及び基地局装置は、コンポーネントキャリア識別番号を情報要素として含む
ような報告設定識別子（reportConfigId）またはコンポーネントキャリア識別番号と報告
設定識別子（reportConfigId）を指定して報告設定（Reporting configurations）を識別
する。移動局装置及び基地局装置は、指定されたセル（コンポーネントキャリア）を測定
基準セル（測定結果Msの対象セル）として報告設定（Reporting configurations）を解釈
する。この設定は、在圏セルの解釈１と在圏セルの解釈２のいずれに対しても適用可能で
ある。
【０１６１】
＜測定識別子（measId）＞
　測定識別子（measId）は、コンポーネントキャリアごとに区別することなく共通の値を
使用することが可能である。この設定は、在圏セルの解釈１と在圏セルの解釈２のいずれ
に対しても適用可能である。
【０１６２】
　測定識別子（measId）は、測定対象となる在圏セルが複数存在するため、コンポーネン
トキャリアの識別番号（アクティブセットセル内のセル識別番号）を指定して、測定基準
セル（測定結果Msの対象セル）として解釈されるコンポーネントキャリアごとに測定識別
子（measId）が設定されるようにする。
【０１６３】
　移動局装置及び基地局装置は、コンポーネントキャリア識別番号を情報要素として含む
ような測定識別子（measId）またはコンポーネントキャリア識別番号と測定識別子（meas
Id）を指定して、測定対象（Measurement objects）と報告設定（Reporting configurati
ons）とをリンクさせる。移動局装置及び基地局装置は、指定されたコンポーネントキャ
リアを測定基準セル（測定結果Msの対象セル）として測定（measurement）を解釈する。
この設定は、在圏セルの解釈１と在圏セルの解釈２のいずれに対しても適用可能である。
【０１６４】
＜測定基準セル（測定結果Msの対象セル）の解釈１＞
　図９に示すように測定基準セル（測定結果Msの対象セル）は、測定（Measurement）を
行う際の測定対象（Measurement objects）に対する基準となるセル（コンポーネントキ
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ャリア）である。すなわち、測定対象（Measurement objects）における在圏セルである
。上記で説明したように測定基準セル（測定結果Msの対象セル）は、測定識別子（measId
）や測定対象（Measurement objects）や報告設定（Reporting configurations）で指定
されたコンポーネントキャリアの識別番号（アクティブセットセル内のセル識別番号）で
識別する方法がある。
【０１６５】
　すなわち、測定識別子（measId）の設定、測定対象（Measurement objects）の設定、
報告設定（Reporting configurations）のいずれかで測定基準セル（測定結果Msの対象セ
ル）が指定されればよい。コンポーネントキャリアの識別番号は、物理セル識別子（phys
icalCellIdentity）と対象とする周波数を流用するようにしても良い。この方法（測定基
準セルの解釈１）により、測定識別子（measId）ごとに測定基準セル（測定結果Msの対象
セル）が規定またはリンクされることになる。このように測定識別子（measId）ごとに測
定基準セル（測定結果Msの対象セル）が規定されることにより、基地局装置がコンポーネ
ントキャリアごとの測定設定を行うことが可能となる。
【０１６６】
＜測定基準セル（測定結果Msの対象セル）の解釈２＞
　図１０に示すように測定基準セル（測定結果Msの対象セル）は、測定（Measurement）
を行う際の測定対象（Measurement objects）に対する基準となるセル（コンポーネント
キャリア）である。すなわち、測定対象（Measurement objects）における在圏セルであ
る。別の方法（測定基準セルの解釈２）として、在圏セルの解釈２で説明した在圏セルす
べてまたは複数を測定基準セル（測定結果Msの対象セル）する（アクティブセットセル内
のすべてまたは複数のセルを測定基準セル（測定結果Msの対象セル）とする）方法がある
。すなわち、それは、複数の測定基準セル（測定結果Msの対象セル）を設けることになる
。この場合、複数の測定基準セル（測定結果Msの対象セル）に対する報告結果が移動局装
置から報告される。複数の測定基準セルをアクティブセットセルと独立に設定する場合は
、測定識別子（measId）の設定、測定対象（Measurement objects）の設定、報告設定（R
eporting configurations）のいずれかで複数の測定基準セル（測定結果Msの対象セル）
が指定される。複数の測定基準セルをアクティブセットセルのすべてのセルとする場合は
、アクティブセットセルの設定に応じて測定基準セル（測定結果Msの対象セル）が定まる
ことになる。
【０１６７】
＜在圏セル品質スレッショルド（s-Measure）＞
　基地局装置が在圏セル品質スレッショルド（s-Measure）を通知する場合、移動局装置
は、測定基準セル（測定結果Msの対象セル）の品質（RSRP値）が在圏セル品質スレッショ
ルド（s-Measure）よりも低いときに、隣接セルの測定と、イベント評価（イベントトリ
ガ条件を満たすか否か、報告条件（Reporting criteria）の評価とも言う）を行う。一方
、基地局装置が在圏セル品質スレッショルド（s-Measure）を通知しない場合、移動局装
置は、測定基準セル（測定結果Msの対象セル）の品質（RSRP値）によらず、隣接セルの測
定と、イベント評価を行う。
【０１６８】
＜イベントトリガ条件の解釈１＞
　測定報告（measurement report）をするためのイベントトリガ条件（イベントトリガ条
件の解釈１）について図１１で説明する。
【０１６９】
　Msは、測定基準セルとして指定されたセル（コンポーネントキャリア）に対する測定結
果である。Mnとは、測定対象（Measurement objects）の中で、測定基準セルとして指定
されていないセル（コンポーネントキャリア）に対する測定結果である。
【０１７０】
　Ofnとは、測定基準セルとして指定されていないセル（コンポーネントキャリア）の周
波数に対する周波数特有の測定オフセット値である。周波数内測定（intra-frequency me
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asurements）の場合、Ofnは、Ofsと同じである。周波数間測定（inter-frequency measur
ements）の場合、Ofnは、測定基準セルとは異なる下りリンク周波数に対応する測定対象E
UTRA（measObjectEUTRA）に含まれるオフセット周波数（offsetFreq）である。
【０１７１】
　Ocnとは、測定基準セルとして指定されていないセル（コンポーネントキャリア）の周
波数に対するセル特有の測定オフセット値である。周波数内測定（intra-frequency meas
urements）の場合、Ocnは、測定基準セルと同じ下りリンク周波数の測定対象EUTRA（meas
ObjectEUTRA）に含まれるセル固有オフセット（cellIndividualOffset）である。周波数
間測定（inter-frequency measurements）の場合、Ocnは、測定基準セルとは異なる下り
リンク周波数に対応する測定対象EUTRA（measObjectEUTRA）に含まれるセル固有オフセッ
ト（cellIndividualOffset）である。
【０１７２】
　Ofsとは、測定基準セルの周波数に対する周波数特有のオフセット値である。
【０１７３】
　Ocsとは、測定基準セルのセル特有の測定オフセット値である。
【０１７４】
　移動局は測定基準セルの測定結果Ms（イベントA1, A2）、または、測定基準セルの測定
結果Msおよび測定基準セルとして指定されていないセル（コンポーネントキャリア）の測
定結果Mn（イベントA3, A5）、または、測定基準セルとして指定されていないセル（コン
ポーネントキャリア）の測定結果Mn（イベントA4）により各イベントを発生する。このイ
ベントトリガ条件の解釈１は、在圏セルの解釈１および測定基準セルの解釈１に適用する
ことが望ましい。このように測定基準セルごとに測定パラメータ設定することにより、基
地局装置がコンポーネントキャリア間の報告優先度を操作することが可能となる。
【０１７５】
＜イベントトリガ条件の解釈２＞
　続いて、測定報告（measurement report）をするための別のイベントトリガ条件（イベ
ントトリガ条件の解釈２）について図１２で説明する。
【０１７６】
　Msは、測定基準セルとして指定されたセル（コンポーネントキャリア）に対する測定結
果である。Mnとは、測定対象（Measurement objects）の中で、アクティブセットセルに
含まれないセル（コンポーネントキャリア）に対する測定結果である。
【０１７７】
　他のパラメータはイベントトリガ条件の解釈１と同様である。
【０１７８】
　移動局は測定基準セルの測定結果Ms（イベントA1, A2）、または、測定基準セルの測定
結果Msおよびアクティブセットセルに含まれないセル（コンポーネントキャリア）の測定
結果Mn（イベントA3, A5）、または、アクティブセットセルに含まれないセル（コンポー
ネントキャリア）の測定結果Mn（イベントA4）により各イベントを発生する。この場合、
アクティブセットセル内のセル間のイベントは、トリガの対象とならないことになる。こ
のイベントトリガ条件の解釈２は、在圏セルの解釈２および測定基準セルの解釈１に適用
することが望ましい。このように測定基準セルごとに測定パラメータ設定することにより
、基地局装置がコンポーネントキャリア間の報告優先度を操作することが可能となる。
【０１７９】
＜イベントトリガ条件の解釈３＞
　また、測定報告（measurement report）をするための別のイベントトリガ条件（イベン
トトリガ条件の解釈３）について図１３で説明する。
【０１８０】
　Msは、測定基準セルの解釈２で説明したような複数の測定基準セル（コンポーネントキ
ャリア）のそれぞれに対する測定結果である。Mnとは、測定対象（Measurement objects
）の中で、それぞれの測定基準セル（測定結果Msの対象セル）に対する測定の際のその測
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定基準セル以外のセル（コンポーネントキャリア）に対する測定結果である。
【０１８１】
　Ofnとは、Mnの対象セルの周波数に対する周波数特有の測定オフセット値である。周波
数内測定（intra-frequency measurements）の場合、Ofnは、Ofsと同じである。周波数間
測定（inter-frequency measurements）の場合、Ofnは、それぞれの測定基準セルとは異
なる下りリンク周波数に対応する測定対象EUTRA（measObjectEUTRA）に含まれるオフセッ
ト周波数（offsetFreq）である。
【０１８２】
　Ocnとは、Mnの対象セルの周波数に対するセル特有の測定オフセット値である。周波数
内測定（intra-frequency measurements）の場合、Ocnは、それぞれの測定基準セルと同
じ下りリンク周波数の測定対象EUTRA（measObjectEUTRA）に含まれるセル固有オフセット
（cellIndividualOffset）である。周波数間測定（inter-frequency measurements）の場
合、Ocnは、それぞれの測定基準セルとは異なる下りリンク周波数に対応する測定対象EUT
RA（measObjectEUTRA）に含まれるセル固有オフセット（cellIndividualOffset）である
。
【０１８３】
　Ofsとは、それぞれの測定基準対象セルの周波数に対する周波数特有のオフセット値で
ある。
【０１８４】
　Ocsとは、それぞれの測定基準セルのセル特有の測定オフセット値である。
【０１８５】
　移動局はそれぞれの測定基準セルの測定結果Ms（イベントA1, A2）、または、それぞれ
の測定基準セルの測定結果Msおよびそれぞれの測定基準セル（測定結果Msの対象セル）に
対する測定の際のその測定基準セル以外のセル（コンポーネントキャリア）の測定結果Mn
（イベントA3, A5）、または、それぞれの測定基準セル（測定結果Msの対象セル）に対す
る測定の際のその測定基準セル以外のセル（コンポーネントキャリア）の測定結果Mn（イ
ベントA4）により各イベントを発生する。このイベントトリガ条件の解釈３は、在圏セル
の解釈１および測定基準セルの解釈２に適用することが望ましい。このように測定基準セ
ルごとに測定パラメータ設定することにより、基地局装置がコンポーネントキャリア間の
報告優先度を操作することが可能となる。
【０１８６】
＜イベントトリガ条件の解釈４＞
　また、測定報告（measurement report）をするための別のイベントトリガ条件（イベン
トトリガ条件の解釈４）について図１４で説明する。
【０１８７】
　Msは、測定基準セルの解釈２で説明したようなアクティブセット内のすべてまたは複数
の測定基準セル（コンポーネントキャリア）のそれぞれに対する測定結果である。Mnとは
、測定対象（Measurement objects）の中で、測定基準セル（測定結果Msの対象セル）と
して設定されているセル以外のセル（コンポーネントキャリア）に対する測定結果である
。
【０１８８】
　他のパラメータはイベントトリガ条件の解釈３と同様である。
【０１８９】
　移動局は測定基準セルの測定結果Ms（イベントA1, A2）、または、測定基準セルの測定
結果Msおよび測定基準セルとして指定されていないセル（コンポーネントキャリア）の測
定結果Mn（イベントA3, A5）、または、測定基準セルとして指定されていないセル（コン
ポーネントキャリア）の測定結果Mn（イベントA4）により各イベントを発生する。この場
合、測定基準セル（測定結果Msの対象セル）として設定されているセル間のイベントは、
トリガの対象とならないことになる。このイベントトリガ条件の解釈３は、在圏セルの解
釈２および測定基準セルの解釈２に適用することが望ましい。このように測定基準セルご
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とに測定パラメータ設定することにより、基地局装置がコンポーネントキャリア間の報告
優先度を操作することが可能となる。
【０１９０】
＜Measurement Resultについて＞
　測定結果（Measurement result）は、測定基準セルが測定識別子（measId）ごとに指定
されている場合は、アクティブセットセルが設定されていない場合（キャリアアグリゲー
ションが行われない場合）と同様であり、在圏セル測定結果（measResultServing）に、
測定基準セルとして設定されたセルの参照信号受信電力（RSRP）および参照信号受信品質
（RSRQ）の結果を報告するのが望ましい。この場合、基地局主導型の測定基準セルの指定
・決定となる。測定基準セルが測定識別子（measId）とコンポーネントキャリアの識別番
号（アクティブセットセル内のセル識別番号）とで識別可能な場合は、コンポーネントキ
ャリアの識別番号（アクティブセットセル内のセル識別番号）も指定する。すなわち、移
動局装置は、複数の測定基準セルに対して測定を行い、トリガ条件を満たした測定基準セ
ルを報告する。この場合、移動局主導型の測定基準セルの指定・決定となる。また、セル
を識別するために利用する物理セル識別子（physicalCellIdentity）は、コンポーネント
キャリア間で同じ場合があるが測定対象EUTRA（measObjectEUTRA）が周波数ごとに設定さ
れているため周波数で識別可能である。
【０１９１】
　測定結果（Measurement result）は、複数の測定基準セルが測定識別子（measId）に対
して指定されている場合は、次のような方法（測定結果の方法１）で報告される。
【０１９２】
　測定結果（Measurement result））に、測定基準セルとして設定されたすべてのセル（
またはアクティブセットセルのすべてのセル）の参照信号受信電力（RSRP）および参照信
号受信品質（RSRQ）の結果を報告する。すなわち、イベントの種類にかかわらず、測定報
告に測定基準セルとして設定されたすべてのセル（またはアクティブセットセルのすべて
のセル）の参照信号受信電力（RSRP）および参照信号受信品質（RSRQ）の結果が含まれる
ことになる。このようにすることにより、基地局装置は、特に指定することなく移動局装
置から測定基準セルとして設定されたすべてのセル（またはアクティブセットセルのすべ
てのセル）の状況を把握することが可能となり、それぞれのイベントの要因も推測するこ
とが可能となる。
【０１９３】
　また、別の方法（測定結果の方法２）として、測定結果（Measurement result）は、複
数の測定基準セルが測定識別子（measId）に対して指定されている場合は、次のように報
告される。
【０１９４】
　移動局装置は、測定基準セルとして設定されたすべてのセル（またはアクティブセット
セルのすべてのセル）の参照信号受信電力（RSRP）および／または参照信号受信品質（RS
RQ）の結果から最適セルを判断する。在圏セル測定結果（measResultServing）に、最適
セルのコンポーネントキャリア識別番号（アクティブセットセル内のセル識別番号）と最
適セルの参照信号受信電力（RSRP）および／または参照信号受信品質（RSRQ）を含めて報
告する。報告されるイベントは、最適セルを測定基準セルとしたイベントのみである。最
適セルの測定には、各測定基準セルに対して各周波数のOfs、各測定基準セルのOcsを加算
後の値で比較するようにしてもよい。このようにすることにより、基地局装置がコンポー
ネントキャリア間の報告優先度を操作することが可能となる。
【０１９５】
　この測定基準セルとして設定されたすべてのセル（またはアクティブセットセルのすべ
てのセル）の中の最適セルに対する測定報告（measurement report）を別のイベントとし
てイベント識別子（eventId）を割り当てるようにしても良い。すなわち、各測定基準セ
ルに対して各周波数のOfs、各測定基準セルのOcsを考慮して最適なセル（コンポーネント
キャリア）の変更時に報告をトリガする
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【０１９６】
＜アクティブセットセル（コンポーネントキャリア）の追加・修正・削除＞
　アクティブセットセル（コンポーネントキャリア）の追加・修正を行った際の測定（Me
asurement）に関するシステム情報の処理方法について説明する。
【０１９７】
　アクティブセットセル（コンポーネントキャリア）の追加・修正が通知された場合、測
定基準セルの解釈２で複数の測定基準セルをアクティブセットセルのすべてのセルとする
場合は、アクティブセットセルの設定に応じて測定基準セル（測定結果Msの対象セル）が
定まることになる。
【０１９８】
　アクティブセットセル（コンポーネントキャリア）の削除を行った際の測定（Measurem
ent）に関するシステム情報の処理方法について図１５で説明する。
【０１９９】
　アクティブセットセルの削除が行われた場合、削除されたセルのキャリア周波数に対応
する測定対象識別子（measObjectId）にリンクされている測定識別子（measId）をすべて
削除する。
【０２００】
　アクティブセットセルの削除が行われた場合、削除されたセルのキャリア周波数に対応
する測定基準セルにリンクされている測定識別子（measId）をすべて削除する。
【０２０１】
　アクティブセットセル（コンポーネントキャリア）の追加削除を行った際の測定（Meas
urement）に関するシステム情報の処理方法について説明する。
【０２０２】
　アクティブセットセルの追加削除が同時に行われた場合（アクティブセットセルの交換
）、追加されたセルのキャリア周波数に対応する測定対象識別子（measObjectId）にリン
クされている測定識別子（measId）を削除されたセルのキャリア周波数に対応する測定対
象識別子（measObjectId）にリンクされている測定識別子（measId）にリンクさせ、削除
されたセルのキャリア周波数に対応する測定対象識別子（measObjectId）にリンクされて
いる測定識別子（measId）を追加されたセルのキャリア周波数に対応する測定対象識別子
（measObjectId）にリンクされている測定識別子（measId）にリンクさせる。
【０２０３】
　このように、アクティブセットセルの追加・削除・修正・交換などの処理に応じて、自
動的に測定設定を変更することにより、設定のための信号の削減と早期の設定反映が可能
となる。
【０２０４】
　次に、本発明の第２の実施形態による無線通信システムについて説明する。以降では、
第２の実施形態が、第１の実施形態と異なる部分についてのみ説明する。
【０２０５】
　ＤＬマスター周波数（下りリンクプライマリコンポーネントキャリア、下りリンクプラ
イマリセルとも呼ぶ）とは、移動局装置が最初にアクセスまたはモニタリングする下りリ
ンク周波数層（コンポーネントキャリアまたはコンポーネントキャリア群）であったり、
または、基地局装置からの指定によって定められた特定の下りリンク周波数層であったり
する。少なくとも下りリンク同期を取得可能な下りリンク同期信号（ＳＣＨ）が配置され
る。
【０２０６】
　ＤＬスレーブ周波数（下りリンクセカンダリコンポーネントキャリア、下りリンクセカ
ンダリセルとも呼ぶ）とは、基地局装置によって指定されたアクセス可能なコンポーネン
トキャリアのうちＤＬマスター周波数と指定してされていない下りリンク周波数層である
。
【０２０７】
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　ＵＬマスター周波数（上りリンクプライマリコンポーネントキャリアとも呼ぶ）とは、
移動局装置が最初にアクセスする上りリンク周波数層（コンポーネントキャリアまたはコ
ンポーネントキャリア群）であったり、または、ＤＬマスター周波数で指定された、また
は、ＤＬマスター周波数と対応付けられたコンポーネントキャリアまたはコンポーネント
キャリア群であったり、または、基地局装置からの指定によって定められた特定の上りリ
ンク周波数層であったりする。
【０２０８】
　ＵＬスレーブ周波数（上りリンクセカンダリコンポーネントキャリアとも呼ぶ）とは、
基地局装置によって指定されたアクセス可能なコンポーネントキャリアのうちＵＬマスタ
ー周波数と指定してされていない上りリンク周波数層である。
【０２０９】
　以降、単にマスター周波数、スレーブ周波数と言う場合には、ＤＬマスター周波数およ
び／またはＵＬマスター周波数、ＤＬスレーブ周波数および／またはＵＬスレーブ周波数
を意味している。
【０２１０】
　それぞれの移動局装置にとってのマスター周波数およびスレーブ周波数は異なっても良
い。すなわち、ある移動局装置にとってのマスター周波数が、別の移動局装置にとっての
スレーブ周波数となるように構成されても良い。これは、移動局装置に対して、専用信号
にてコンポーネントキャリアの追加が行われるため、移動局装置特有のコンポーネントキ
ャリアの設定が可能であることを示している。
【０２１１】
　マスター周波数とスレーブ周波数は、隣接したキャリア周波数に配置されていても良い
し、離れたキャリア周波数に配置されても良い。
【０２１２】
　また、機能ごとにマスター周波数を設けてもよい。ここでは、測定（measurement）に
関するマスター周波数について説明する。
【０２１３】
　移動局装置では、システム情報の各コンテンツであるシステム情報フィールドと、一つ
又は複数のシステム情報フィールドで構成されるシステム情報要素（ＩＥ：Information 
Element）を管理する。これらのシステム情報（システム情報フィールドおよびシステム
情報要素を含む）は、移動局装置と基地局装置のＲＲＣでコンポーネントキャリアごとに
管理される。システム情報は、移動局装置と基地局装置で通信を行うシステムで管理され
る設定情報パラメータであり、移動局装置がシステムで動作するために必要なパラメータ
でもある。システム情報には、測定設定（Measurement configuration）、測定識別子（m
easId）、測定対象（Measurement objects）、報告設定（Reporting configurations）な
ども含まれる。
【０２１４】
　ＲＲＣで管理されるシステム情報は、報知制御チャネル（ＢＣＣＨ）で報知されたり、
共通制御チャネル（ＣＣＣＨ）および／または専用制御チャネル（ＤＣＣＨ）のＲＲＣシ
グナリングで、基地局装置から移動局装置へ通知されたりする。
【０２１５】
　移動局装置および基地局装置は、マスター周波数が指定されると、マスター周波数で使
用されるシステム情報を、各コンポーネントキャリアに対しても適用して管理する。
【０２１６】
　続いて、複数コンポーネントキャリアで通信する場合の移動局装置の測定（measuremen
t）の方法について説明する。
【０２１７】
＜在圏セルの解釈＞
　在圏セルの考え方の一つの例について図１６で説明する。移動局装置および基地局装置
は、ＤＬマスター周波数を在圏セル（serving cells）と解釈する。隣接セルは、ＤＬマ
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スター周波数以外のセルである。隣接セルは、あるアクティブセットセル内の一つのセル
を在圏セルと考えたとき、在圏セル以外のセルである。すなわち、アクティブセット内の
セルは、どのセルを在圏セルと考えるかによって隣接セルと解釈される場合がある。この
ようにすることにより在圏セルの概念が拡張されるため複数の周波数層の測定に関する設
定を効率よく行うことが可能となる。また、一つのセルを基準にして測定を行うことが可
能となる。
【０２１８】
　在圏セルの考え方の別の例について図１７で説明する。移動局装置および基地局装置は
、在圏セル内のＤＬマスター周波数を測定基準セルと解釈する。在圏セルは、ＤＬマスタ
ー周波数を含む複数のコンポーネントキャリアで構成される。隣接セルは、ＤＬマスター
周波数を含む複数のコンポーネントキャリアで構成される在圏セル以外のセルである。こ
のようにすることにより在圏セルの概念が拡張されるため複数の周波数層の測定に関する
設定を効率よく行うことが可能となる。また、セル内の一つのコンポーネントキャリアを
基準にして測定を行うことが可能となる。
【０２１９】
＜周波数間測定の解釈＞
　アクティブセットセルが設定されている場合の周波数内測定（intra-frequency measur
ements）と周波数間測定（inter-frequency measurements）の定義について図１８で説明
する。周波数内測定（intra-frequency measurements）は、ＤＬマスター周波数の下りリ
ンク周波数での測定である。周波数間測定（inter-frequency measurements）は、ＤＬマ
スター周波数の下りリンク周波数とは異なる周波数での測定である。
【０２２０】
＜測定対象（Measurement objects）＞
　測定対象識別子（measObjectId）は、コンポーネントキャリアごとに区別することなく
共通の値を使用することが可能である。
【０２２１】
＜報告設定（Reporting configurations）＞
　報告設定識別子（reportConfigId）は、コンポーネントキャリアごとに区別することな
く共通の値を使用することが可能である。
【０２２２】
＜測定識別子（measId）＞
　測定識別子（measId）は、コンポーネントキャリアごとに区別することなく共通の値を
使用することが可能である。
【０２２３】
＜イベントトリガ条件の解釈＞
　測定報告（measurement report）をするためのイベントトリガ条件について図１９で説
明する。
【０２２４】
　Msは、ＤＬマスター周波数に対する測定結果である。Mnとは、ＤＬマスター周波数とし
て指定されていないセル（コンポーネントキャリア）に対する測定結果である。
【０２２５】
　Ofnとは、ＤＬマスター周波数として指定されていないセル（コンポーネントキャリア
））の周波数に対する周波数特有の測定オフセット値である。周波数内測定（intra-freq
uency measurements）の場合、Ofnは、Ofsと同じである。周波数間測定（inter-frequenc
y measurements）の場合、OfnはＤＬマスター周波数とは異なる下りリンク周波数に対応
する測定対象EUTRA（measObjectEUTRA）に含まれるオフセット周波数（offsetFreq）であ
る。
【０２２６】
　Ocnとは、ＤＬマスター周波数として指定されていないセル（コンポーネントキャリア
）の周波数に対するセル特有の測定オフセット値である。周波数内測定（intra-frequenc
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y measurements）の場合、Ocnは、ＤＬマスター周波数と同じ下りリンク周波数の測定対
象EUTRA（measObjectEUTRA）に含まれるセル固有オフセット（cellIndividualOffset）で
ある。周波数間測定（inter-frequency measurements）の場合、Ocnは、ＤＬマスター周
波数とは異なる下りリンク周波数に対応する測定対象EUTRA（measObjectEUTRA）に含まれ
るセル固有オフセット（cellIndividualOffset）である。
【０２２７】
　Ofsとは、ＤＬマスター周波数の周波数に対する周波数特有のオフセット値である。
【０２２８】
　Ocsとは、ＤＬマスター周波数のセル特有の測定オフセット値である。
【０２２９】
　移動局はＤＬマスター周波数の測定結果Ms及びＤＬマスター周波数として指定されてい
ないセル（コンポーネントキャリア）の測定結果Mnにより各イベントを発生する。このよ
うにＤＬマスター周波数で測定パラメータ設定を単一化することにより、制御を容易にす
ることが可能となる。
【０２３０】
＜Measurement Resultについて＞
　在圏セル測定結果（measResultServing）に、ＤＬマスター周波数として設定されたセ
ルの参照信号受信電力（RSRP）および参照信号受信品質（RSRQ）の結果を報告する。
【０２３１】
＜ＤＬマスター周波数の変更＞
　ＤＬマスター周波数の変更が行われた場合、変更先のＤＬマスター周波数のキャリア周
波数に対応する測定対象識別子（measObjectId）にリンクされている測定識別子（measId
）を変更元のＤＬマスター周波数のキャリア周波数に対応する測定対象識別子（measObje
ctId）にリンクされている測定識別子（measId）にリンクさせ、変更元のＤＬマスター周
波数のキャリア周波数に対応する測定対象識別子（measObjectId）にリンクされている測
定識別子（measId）を変更先のＤＬマスター周波数のキャリア周波数に対応する測定対象
識別子（measObjectId）にリンクされている測定識別子（measId）にリンクさせる。この
ように、ＤＬマスター周波数の変更などの処理に応じて、自動的に測定設定を変更するこ
とにより、設定のための信号の削減と早期の設定反映が可能となる。
【０２３２】
　上記のそれぞれの実施形態において、コンポーネントキャリアは、単にセルと解釈する
こともでき、移動局装置が複数のセルのシステム情報を管理すると解釈することもできる
。その場合、ＲＲＣシグナリングでは、コンポーネントキャリアの追加ではなく、アクテ
ィブな（活性化された）セルの追加またはセルの活性化と解釈する。複数のコンポーネン
トキャリアで通信するということは複数のアクティブなセルで通信すると解釈する。また
、一つのセルで複数のコンポーネントキャリアが管理されているとも解釈できる。
【０２３３】
　上記のそれぞれの実施形態においては、複数のコンポーネントキャリアで一つのシステ
ムを構成するように説明したが、複数のシステムが、アグリゲーションされて、一つのシ
ステムとして構成されると解釈することもできる。また、コンポーネントキャリアは、特
定の受信側、又は、特定の送信側が、それぞれのコンポーネントキャリアの中心にキャリ
ア周波数を合わせることによってシステムが動作する領域であることを示していると解釈
することもできる。
【０２３４】
　上記のそれぞれの実施形態を組み合わせて実施してもよい。
【０２３５】
　上記のそれぞれの実施形態においては、基地局装置および移動局装置は複数であっても
良い。また、移動局装置とは、移動する端末に限らず、基地局装置や固定端末に移動局装
置の機能を実装することなどにより実現しても良い。
【０２３６】
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　また、以上説明したそれぞれの実施形態において、基地局装置内の各機能や、移動局装
置内の各機能を実現するためのプログラムをコンピュータ読み取り可能な記録媒体に記録
して、この記録媒体に記録されたプログラムをコンピュータシステムに読み込ませ、実行
することにより基地局装置や移動局装置の制御を行っても良い。なお、ここでいう「コン
ピュータシステム」とは、ＯＳや周辺機器等のハードウェアを含むものとする。
【０２３７】
　また、「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、フレキシブルディスク、光磁気
ディスク、ＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ等の可搬媒体、コンピュータシステムに内蔵されるハー
ドディスク等の記憶装置のことをいう。さらに、「コンピュータ読み取り可能な記録媒体
」とは、インターネット等のネットワークや電話回線等の通信回線を介してプログラムを
送信する場合の通信線のように、短時間の間、動的にプログラムを保持するもの、その場
合のサーバやクライアントとなるコンピュータシステム内部の揮発性メモリのように、一
定時間プログラムを保持しているものも含むものとする。また上記プログラムは、前述し
た機能の一部を実現するためのものであっても良く、さらに、前述した機能をコンピュー
タシステムに既に記録されているプログラムとの組み合わせで実現できるものであっても
良い。
【０２３８】
　以上、この発明の実施形態について図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこ
の実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計等も特許請
求の範囲に含まれる。
【図面の簡単な説明】
【０２３９】
【図１】本発明の第１の実施形態による通信システムで用いる下りリンクのチャネルの構
成を示す図である。
【図２】本発明の第１の実施形態による通信システムで用いる上りリンクのチャネルの構
成を示す図である。
【図３】本発明の本発明の第１の実施形態によるネットワーク構成の例を示す図である。
【図４】本発明の第１の実施形態による基地局装置の構成を示す概略ブロック図である。
【図５】本発明の第１の実施形態による移動局装置の構成を示す概略ブロック図である。
【図６】本発明の第１の実施形態による在圏セルの例を示す図である。
【図７】本発明の第１の実施形態による在圏セルの例を示す別の図である。
【図８】本発明の第１の実施形態による周波数間測定および周波数内測定の例を示す図で
ある。
【図９】本発明の第１の実施形態による測定基準セルの例を示す図である。
【図１０】本発明の第１の実施形態による測定基準セルの別の例を示す図である。
【図１１】本発明の第１の実施形態によるイベントトリガ条件の解釈１の例を示す図であ
る。
【図１２】本発明の第１の実施形態によるイベントトリガ条件の解釈２の例を示す図であ
る。
【図１３】本発明の第１の実施形態によるイベントトリガ条件の解釈３の例を示す図であ
る。
【図１４】本発明の第１の実施形態によるイベントトリガ条件の解釈４の例を示す図であ
る。
【図１５】本発明の第１の実施形態による測定に関するシステム情報の処理方法の例を示
す図である。
【図１６】本発明の第２の実施形態による在圏セルの例を示す図である。
【図１７】本発明の第２の実施形態による在圏セルの例を示す別の図である。
【図１８】本発明の第２の実施形態による周波数間測定および周波数内測定の例を示す図
である。
【図１９】本発明の第２の実施形態によるイベントトリガ条件の解釈の例を示す図である
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【図２０】従来の無線通信システムで用いられているチャネル構成を示す図である。
【符号の説明】
【０２４０】
１００…基地局装置、１０１…データ制御部、１０２…ＯＦＤＭ変調部、１０３…無線部
、１０４…スケジューリング部、１０５…チャネル推定部、１０６…ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤ
Ｍ復調部、１０７…データ抽出部、１０８…上位層、２００…移動局装置、２０１…デー
タ制御部、２０２…ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ変調部、２０３…無線部、２０４…スケジュー
リング部、２０５…チャネル推定部、２０６…ＯＦＤＭ復調部、２０７…データ抽出部、
２０８…上位層、Ａ１，Ａ２…アンテナ部、１０００１…基地局装置、１０００２…基地
局装置、１１…送信部、２１…送信部、２２…送信部、３００…制御局
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